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住
民
の
意
向
を
把
握
す
る
た
め
に
、
昨
年
1
2
月
に
“
合

併
に
関
す
る
住
民
意
向
調
査
”
を
行
い
、
1
月
に
回

収
し
ま
し
た
。
結
果
と
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

’

問1

合
併
そ
の
も
の
に
つ
い
て

あ
な
た
は
、
市
町
村
合
併
仁
つ
い
て
ど
う
思
い
ま

す
か
？

N．A・不明

／
　　　　1．8％

　　　　　（52）

その他
7．3％

（211）

合併の必要
はない

欝講

合併すべきだ

　　　61．7％
　　（1，792）

町
全
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
数
は
、
3
、
6
6
9
人

　
今
回
1
4
年
1
月
に
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
前

回
（
平
成
1
2
年
3
月
）
と
同
じ
、
選
挙
人
名
簿
登
録

者
全
員
を
対
象
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
対
象

者
数
は
、
3
、
6
6
9
人
で
、
そ
の
う
ち
2
、
9
9
8

人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

回
収
率
は
81
・
7
％

　
回
答
率
で
比
較
す
る
と
、
今
回
の
回
答
率
は
81
・
7
％

で
、
前
回
（
平
成
12
年
3
月
）
の
回
答
率
、
7
8
・
6
％

よ
り
3
・
1
％
高
い
回
答
率
と
な
り
ま
し
た
。

現在の町村単位では避
けられない人ロの減少、

地域経済や活力の衰退
に歯止めをかけること
ができる　　　38．7％

＼　　　　（1，172）

広域で計画的・総合的なま
ちづくりができる　14，3％

　　　　　　　　　（432）

　　　　ひとつの市町村になることで、今まで別
　　　　だった町村との交流が活発になる6．4％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（194）
　　町村の個性が集まり、新しいイメー
　　ジのまちに変身できる　3．3％（101）

財政規模が拡大することにより、大規
模な事業が行えるようになる　4．4％
　　　　　　　　　　　　　　（133）

　スポーツ・文化施設が充実する
　　　　　　　　　　0．6％（20）

　町村間で行政サービスの格
　差がなくなる　4．2％（126）

安定した財源を確保することで、

自主的な運営ができる6．9％
　　　　　　　　　　　（209）

　　　　　　　　　　　（119）　耀覇嚢

　　　　鶴昊繍騰奪騒
　　　　削減につながる　　16．6％
　　　　　　　　　　　　　（504）

回答者の性別

回答者の年齢
〔215）

歳6．8％（198）

10～49歳

3．4％

1389）

騰
％
ー

80歳以上8．0

3
「
合
併
の
必
要
は
な
い
」
と
思
巾
れ
る
理
由

　
　
　
　
　
　
（
間
1
で
合
併
の
必
要
は
な
し
を
選
ん
だ
方
）

問　
　
あ
な
た
が
そ
う
思
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

現在住んでいる町村の面積・

人ロ規模が最適である4．1％

　　　　　　　　　　（64）

　　　　　現在住んでいる町村の行財政
　　　　　規模は充実している　3．9％
　　　　灘　　　　　　　　　　　（61）

鱒奮驚1

　　その他
一　　〇．4％
える　　（7）

．9％
（78）＼　

し、まある

中心部に人ロや行政機
能が集中し、周辺地域
がおとろえる　20．6％

　　　　　　　（323）

町村の伝統や文化など、

個性がなくなってい＜

　　　　　　　7．6％
　　　　　　　（119）

公共施設への距離が遠くな

り、不便になる　　14．4％
　　　　　　　　　（227）

行政サービスの水準や負担が変わ

り、現在に比べてサービスの低下
や負担の増加が生じる恐れがある

　　　　　　　　　　　　21．1％

　　　　　　　　　　　　（331）

2
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　アンケートで住民の皆さんから寄せら
れた意見を紹介します。多かった意見は、

次のとおりです。①合併に関する情報の
不足②合併後中央が良くなり周辺部が寂
れる③伝統文化や特色等が失われるので

はないか④J　Aの合併での反省点⑤合併

先に対する不安でした。なお、意見を項
目ごとにまとめてみました。

老後の負担に不安

　いままで以上に生活がしにくくなる。老
後は安心して暮らせるよう少ない負担で
　あつてほしい

合併の方法

　吸収合併ではなく対等の合併を望む
合併の対象

景気の悪いところと合併すべきでない
　サービス

合併しても細かいサービスが行き届くよ

　うにしてもらいたい
除雪への助成

屋根雪除雪の助成等の継続

情報の提供

合併のシュミレーションを示すなど情報
　がほしい

新しい市の計画づくり

教育を柱にした新しい市を建設していく

よう計画をつくるべき

国の方針に反対
国・県の合併の押し付けには反対する

合併対象
十日町との合併は利便性が向上するが、

松代とは文化、気質が違う

町村の格差

合併した時点で町村聞に格差がないよう

にしてもらいたい
新しい市の名称

合併後の名称は楡十日町”にこだわらな
　くてもよいのでは。公募がよい

現有施設の統合後の不安
芝峠温泉、スキー場はどうなるのか、県
立松代病院はなくなるのか不安。集落内
の除雪はやってもらえるのか不安だ
若者の定住

お年寄りに金を使いすぎている、もっと
若い人に対しても目配りがほしい
ごみ処理について

方法が大きく変わるのだから、ごみの出

し方についてもっと早く説明すべき
合併の区域

合併の区域が広すぎる。細かなところま

で手が届かず、結果として年寄りが暮ら
　しにくくなる

中心部を偏重

周囲の地域が山の中に取り残されること

のないように

合併前提説に反対

スリムな自治体づくりにばかり国は目を
向け、負担が増え、サービスの低下が懸
念される。合併は、車の運転ができない

人には大変な負担となる

合併後の計画

合併することが目的ではない。合併後の

行政のビジョンが見えてこない
合併には反対

どこと合併しても大差がない。地球には

小さくても人間が人闇らしく生きている
国もある

　　　　　　　　　　　　続きは5ぺ一ジヘ

3

東頚城郡6町村（安塚町・浦
川原村・牧村・大島村・松
之山町・松代町）　　7．0％

　　　　　　　　（121）

その他2，1％
　　　（37）

十日町地域6市町村（十日町市・

松之山町・津南町・川西町・
中里村・松代町）　　90．9％

　　　　　　　　（1，577）

4
合
併
拶
ー
ン
に
つ
鍵
（
問
。
で
合
併
す
べ
き
を
選
ん
だ
方
）

問
松
代
町
力
合
併
す
喝
と
し
た
ら
あ
な
た
は
ど
の
市
町

　
　
村
と
合
併
す
る
の
力
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
か
？

　　　一体となってイベントや広域での事
　　　業、住民活動に取り組んできた地域
　　　であり、まとまりがあるから4．2％

　　　　　　　　　　　　　（165）
　すでに一部の事務がこのパター

　ンで行われていて、違和感が
　ないカ、ら　　　　　　　　　12．2％

　　　　　　　　　（475）
　大きい市や町と合併する
　と、取り残される心配が
　あるから　　　　3．0％

　　　　　　　（118）

段階的に進めていく方がよ

いと思うから　　　2．8％

　　　　　　　（110）

行政の効率化や行政サー
ビスの向上という目的を

達成するには、小さな町
村同士の合併では不十分
だと思うから　　16．2％

　　　　　　（628）

広域的な取り組みを必要とする
環境問題や観光振興などの施策
を有効に展開できるから8．2％

　　　　　　　　（320）

その他0．7％

　　　（22）

　　　　面積・人ロからみて適切な
　　　　規模だと思うから　14．5％

　　　　　　　　　　　（562）

伝統・歴史・文化
など昔からのつな
がりがあり、無理
がないから5．8％

　　　　（224）

通勤・通学・通院・買い物
など、日常生活圏から考え
るとこのパターンが適切だ
と思うから　　　　32．4％

　　　　　　（1，258）

5
そ
の
合
併
パ
タ
ー
ン
を
支
持
す
る
理
由

問
あ
な
た
嚇
、
問
4
で
選
ん
だ
市
町
村
と
の
合
併
が

　
　
望
ま
し
し
と
思
う
理
由
は
何
で
す
か
？

冬でも暮らしやすく、雪

を活かしていけるまち

　　　　　19．7％
　　　　　　（956）

文化施設・娯楽施設
など都会的な魅力を

備えたまち　1．8％

　　　　　（89）

生活しやすく利便性の
高い、住みやすいまち

　　　　　20．3％
　　　　　（985）

その他0．5％
　　　（24）

歴史と自然・温泉をいか

した観光のまち　3．4％

　　　　　　（166）

地域文化や伝統を大切
にするまち　　3．3％

　　　　　（159）

お年寄りや障害を持つ人

も生き生きと生活できる
福祉のまち　　　27、9％

　　　　　（1，358）

恵まれた環境の中で

安心してのびのびと
子育てができるまち

　　　　10．0％
　　　　　（486）

新しい産業が発展し、

活力のあるまち

　　　　13．1％
　　　　　（636）

6
理
想
と
す
る
ま
ち
の
姿

問
誕
誘
韓
面
諄
舵
毯
て
い
く
こ
と
が
望
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前回の調査結果（平成12年3月）との比較

●合併そのものについて　　　　　　　　　　　●合併パターンについて

　
／

勤　
　
o
o

100％80％60％40％20％0％100％80％60％40％20％0％

6％

十日町市

　66％　　　　　　　　　　●。

上越市

・撚欝

………嚢鞭擁…

東頸城郡6町村67％　　　　　　　　　　　　　　　その他　　ノ

前回

今回
（※1）

LL東頸城郡6町村6．7％　　　　　　　　　　　　その他』L不明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．1％　3．5％
　ドドドドドドロドロロドドドドドドロコじ　　ロドロドロロロじロリドドドロドドロドロロドドペドロロコロロリロドドドドコロペロドドドドて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ：〔注〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
：〈C＞…中魚沼郡内の周辺町村と合併する（1％）」＋「周辺町：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ：　　　村と合併した後、周辺市町村がひとつになる（6％）」：

1※1…今回の調査結果で構成比の合計が100．2％になるが、：
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　　　これは複数回答が4件あったため。（構成比は「合併すi

i　　　べき」を選んだ1，792人を分母として算出している）i
」＿一＿＿＿＿＿一一＿一一一一一＿＿＿一一＿一一一＿一一＿一一一一一一＿一一＿＿＿一一一一一＿一＿＿＿一一一一一一一一一一一一一一J

前回

銅

L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他」L不明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．3％　1．8％
ずロドロロロロロロリドドドドドロドロドロコ　じリドドドドドロドドドドロロロロリリドドドドロドドドロドロリドドドドドドドドロドじロリて

：〔注〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
：〈A〉…「積極的に合併すべきだ（11％）」＋「将来、合併すべ：
ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

：　　　きだ（27％）」　　　　　　　　　　　　　　　　：
：〈B〉…「広域行政を充実すれば、合併の必要はない（23％）」十：
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i　　　「合併の必要はない（13％）」　　　　　　　　　i
L一＿曹曹層響層甲一一一一一一一＿一＿曹曹－層一一一一＿一一一一一一一曹層，一一一一一一一一一曹一一騨一＿一一一一一一＿一一一甲一一』

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
前
回
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
と

比
較
を
し
て
み
ま
し
た
。

「
合
併
す
べ
き
」
が
ー
・
6
倍
で
「
必
要
な
い
」
・
「
そ
の

他
」
は
減
少

　
「
合
併
す
べ
き
」
と
の
回
答
が
大
幅
に
増
加
（
3
8
％
↓

61

・
7
％
）
し
、
「
必
要
な
し
」
は
減
少
（
3
6
％
↓
2
9
・

2
％
）
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
そ
の
他
」
と
回
答
し
た
人

は
大
き
く
減
少
（
2
6
％
↓
9
・
1
％
）
し
、
合
併
を
肯
定

す
る
人
が
増
加
し
て
い
る
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

十
日
町
広
域
圏
へ
の
希
望
が
圧
倒
的
多
数

　
合
併
の
相
手
と
し
て
十
日
町
広
域
圏
と
回
答
し
た
人

の
割
合
が
多
く
な
り
、
前
回
6
6
％
か
ら
87
・
9
％
と
な
り

ま
し
た
．
ま
た
、
東
頸
城
郡
と
回
答
し
た
人
は
2
1
％
か
ら

6
・
7
％
に
減
少
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
し
d
　
　
　
o
o
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎡
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

男
性
は
合
併
に
対
し
て
肯
定
し
て
い
ま
す
が
女
性
は
否

定
的
で
し
た

　
男
性
は
、
6
9
・
6
％
の
人
が
合
併
す
べ
き
だ
と
答
え

た
の
に
対
し
て
、
女
性
は
必
要
な
い
と
答
え
た
人
が
3
5
・

7
％
と
な
り
、
「
そ
の
他
」
と
答
え
た
人
の
1
0
・
2
％
を

合
わ
せ
る
と
5
割
近
く
に
な
り
、
合
併
に
否
定
的
で
し

た
．　
ま
た
、
女
性
の
合
併
す
べ
き
理
由
の
中
で
、
「
地
域
活

力
の
衰
退
」
と
答
え
た
人
は
7
0
・
1
％
と
、
男
性
の
61
・

8
％
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
．
こ
う
し
た
地
域

へ
の
視
点
は
、
女
性
の
合
併
に
否
定
的
な
理
由
に
も
表

れ
て
い
て
、
「
あ
ま
り
大
き
い
と
声
が
届
か
な
い
」
と
答

え
た
人
が
4
3
・
3
％
、
続
い
て
「
周
辺
地
域
が
衰
え
る
」

が
3
7
・
3
％
、
そ
し
て
「
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
負
担
増
の

恐
れ
」
と
答
え
た
人
が
3
5
・
7
％
と
将
来
の
不
安
を
懸

念
し
た
回
答
で
し
た
．

20
代
と
8
0
代
の
人
に
消
極
的
な
意
見
が
多
い
結
果
と
な

り
ま
し
た

　
2
0
代
と
8
0
代
の
人
に
消
極
的
な
意
見
が
多
く
、
合
併

の
「
必
要
が
な
い
」
と
「
そ
の
他
」
と
回
答
し
た
人
は

4
5
％
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
合
併
す
べ
き
理
由
で

は
、
全
体
に
「
地
域
衰
退
の
歯
止
め
」
と
答
え
た
人
が

65

・
4
％
で
し
た
．
こ
の
回
答
は
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど

多
く
な
り
、
7
0
歳
代
で
は
71
・
6
％
と
な
り
ま
す
．
ま

た
、
続
い
て
2
0
・
30
歳
代
で
は
「
総
合
的
な
町
づ
く
り
」

と
答
え
た
人
が
3
3
％

　
な
の
に
対
し
て
4
0
・
5
0
・
6
0
歳
代
で
は
「
経
費
節
減
」

と
答
え
た
人
が
32
～
34
％
と
、
合
併
の
理
由
に
は
大
き
な

違
い
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

20

歳
代
の
合
併
反
対
理
由
に
「
伝
統
文
化
や
個
性
が
な

く
な
る
」
が
3
割

　
合
併
の
必
要
な
し
と
答
え
た
人
の
理
由
で
は
、
4
0
・

50

歳
代
の
人
は
「
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
負
担
増
」
へ
の
懸

念
を
示
し
た
人
が
4
5
％
～
5
5
％
で
し
た
．
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ま
た
、
2
0
歳
代
で
は
、
「
周
辺
地
域
が
衰
え
る
」
が
34
・

2
％
、
「
あ
ま
り
大
き
い
と
声
が
届
か
な
い
」
が
3
1
・
5
％

で
し
た
．
そ
し
て
、
全
体
で
は
、
1
4
％
し
か
な
か
っ
た
「
伝

統
文
化
や
個
性
が
な
く
な
る
」
と
答
え
た
人
が
2
0
歳
代

で
は
3
0
・
1
％
と
多
か
っ
た
の
も
大
き
な
特
徴
で
し
た
．

十
日
町
圏
域
の
選
択
理
由
は
「
生
活
圏
」
を
あ
げ
た
人

が
圧
倒
的
で
し
た

　
十
日
町
圏
域
を
選
択
し
た
理
由
は
「
生
活
圏
」
を
上

げ
た
人
が
6
9
・
9
％
と
多
く
、
2
0
歳
～
5
0
歳
代
は
そ
の

割
合
が
72
％
か
ら
7
7
％
と
高
い
割
合
と
な
り
ま
し
た
．

町
の
将
来
像
は
…
…

　
町
の
将
来
像
で
は
6
0
歳
代
以
上
の
人
は
「
福
祉
の
ま

ち
」
が
5
3
～
6
5
％
と
多
く
、
2
0
～
5
0
歳
代
で
は
「
利
便
性
」

と
答
え
た
人
が
34
％
～
4
3
％
と
な
り
、
続
い
て
「
子
育
て
」

に
つ
い
て
2
1
～
3
0
％
と
高
い
割
合
と
な
り
ま
し
た
。

　
職
業
別
で
は
「
合
併
す
べ
き
」
が
多
か
っ
た
の
は
農

林
業
の
人
の
7
2
・
7
％
や
公
務
員
の
6
9
・
1
％
、
続
い

て
主
婦
の
5
5
・
6
％
で
し
た
．
ま
た
、
主
婦
の
合
併
の

「
必
要
な
い
」
と
答
え
た
人
は
3
6
・
6
％
で
「
あ
ま
り
大

き
い
と
声
が
届
か
な
い
」
が
最
も
多
く
4
7
・
6
％
で
し

た
。
な
お
、
合
併
先
で
東
頸
城
と
回
答
し
た
人
で
多
か
っ

た
の
は
、
会
社
員
の
1
2
・
5
％
で
し
た
。

　
居
住
年
数
別
に
ま
ち
の
将
来
像
を
み
て
み
ま
し
た
．

居
住
61
年
以
上
で
は
「
福
祉
の
ま
ち
」
が
過
半
数
を
占

め
ま
し
た
。
ま
た
、
居
住
1
1
～
2
0
年
、
2
1
年
～
3
0
年
は

「
利
便
性
」
が
3
5
～
4
5
％
と
多
く
、
居
住
6
～
1
0
年
は
「
雪

を
活
か
す
ま
ち
」
が
3
7
％
で
し
た
。

　
十
日
町
圏
域
と
回
答
し
た
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
そ
の

理
由
と
し
て
7
7
・
7
％
の
人
が
「
日
常
生
活
圏
」
を
あ

げ
ま
し
た
．
続
い
て
「
小
さ
い
町
村
だ
け
で
は
不
十
分
」

が
3
7
・
6
％
、
「
適
切
な
規
模
」
が
32
・
5
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
東
頸
城
と
回
答
し
た
人
の
理
由
と
し

て
「
伝
統
文
化
の
つ
な
が
り
」
が
4
1
・
7
％
と
多
く
、

続
い
て
「
取
り
残
さ
れ
る
心
配
」
が
4
1
・
7
％
と
な
り
、

こ
の
二
つ
の
回
答
に
集
中
し
ま
し
た
．

東頸城郡全体では一
●合併パターンについて

100％80％60％40％20％0％

7％

馨灘…灘、棚　　撒

　・　難鞭羅　瞬　　．，．寮　　　　　　　その他の
繍
．
臓
　
．
，寝嚢難　　パ罐1

東頸城郡

6町村
12．9％

大・浦・安

3町村
15．6％

その他の
パターン※1

　67．6％

松代・松之山・大島05％　　　　　　　　　　　　不明3

前回

今回
（※2）

ドドリリリリリロリロロロしロドロドロしドロロココドコドロロドドドドコドドドドリリロロリロ　ロロロココロ　ドロロドドドドドドロロ　ロロロコロロドドロロドド　ヨ

：〔注〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

：※1…上越市周辺市町村、十日町圏域など、郡外市町村を含む合併：
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：　　　パターンをまとめて「その他のパターン」とした。　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

：※2…今回の調査結果で構成比の合計が100．3％になるが、これは複：
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

i　　数回答が26件あったため。（構成比は「合併すべき」を選んだi
i　　8，842人を分母として算出している）　　　　　　　　　　i
L－－一－－一一一一一一”＿薗－一一一一一一一一－一一幽－一幽一一一一一薗－一－一一一一－＿一一一一一一甲甲騨騨囎騨甲甲一層一一一一一一一一一一一一一一一J

現有施設の存続

芝峠温泉やスキー場は合併前に独立して

運営できるようにしてもらいたい
周辺地域になってしまうことへの不安
十日町も周辺地域では10時ごろでもまだ
除雪をしている状態だ。農協合併でJ　A

まつだいもさびれた。小さいもの同士の
合併が本当はよいのでは

地域づくり

地域の特性を活かした町づくりをするに
は規模が小さいほうが良い

財政よのメリット

合併で財政が豊かになるとは考えにくい
合併には反対

将来性が感じられない十日町との合併は

不安、十日町市からの働きかけもない状
況も不安。

統廃合への不安

県立病院や県立高校の統廃合、町道の除
雪が心醜。町のイベントが地域のイベン

トになり、今後ますます役場職員のり一
ドが必要になる

段階的な合併

松之山町ど合併し、次に十日町市と合併
がよい

町の先導性に期待
アンケートも大劔だが、町のリーダーシッ

プが必要。結果は織蒔濯が評価する

道路改良

月池松代線　溝田池尻間の改良
職鍵の資璽
役場職員の晶位の低下がある　職員の待
遇が良すぎる

長期展望矯

目先のことにとらわれず長期的に考えて
舎餅後の行政監視提案
合俳後行政サービスに不公平が生じていな

いかどうか釜エックする畏闘人による第蓋者

機関の設置が望ましい（合併後5。β年）

支所機能発実
現在の役場で全部用事が足りるようにし
ていただき謎い
特色性の維持
大きいイベントばかゆに目を向けないで
独霞の特毯あるイベン蕪を大劔に
職婁の観修

各瞭村の職員の能力格差があるのではな
いか　資質向上の艶め学習会を
職藁につも、τ提案

瀞町村職員は饗家に一人にし、若者が定
着できるように

議員選挙区制提案
市会議員については選挙区制が良い
合併ま惣の整備
各集落ごとに必要なものは基金を取り崩

してもやってほしい

合併対象

華臼町市は産業や経済に活気が乏しいの
が気がかり

交通機関整備

ほくほく線の特急停車を

行政経費削減

議員、職員の削減は合併に隈らず必要だ
まつだ麟の文化継続

今の松代瞬は独自の文化もありがんばっ

ているまちというイメージがあります。

合併するとその良さが失われるような気
がします
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　町では、昨年12月に配布し、1月に「バスに関するアンケート」を回収しました。

アンケートの結果とあわせて、路線バスの制度改正について紹介します。　　＿：
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県
の
赤
字
路
線
バ
ス
補
助
の
見
直
し

　
県
は
国
の
バ
ス
路
線
補
助
の
見
直
し
を
受
け
、
今
ま
で

行
っ
て
き
た
過
疎
地
な
ど
を
走
る
赤
字
バ
ス
路
線
へ
の
補

助
事
業
の
見
直
し
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

現
在
の
バ
ス
路
線
の
状
況

　
現
在
は
、
バ
ス
会
社
が
赤
字
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
路

線
を
廃
止
し
た
場
合
は
、
県
と
市
町
村
が
補
助
金
の
ー
／

2
を
出
し
合
い
、
路
線
の
維
持
に
努
め
て
き
ま
し
た
．
し

か
し
、
利
用
ル
ー
ト
が
生
活
の
実
態
に
合
わ
な
か
っ
た
り
、

利
用
す
る
人
が
減
少
し
て
い
る
な
ど
の
問
題
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
し
た
．

新
し
い
制
度
の
内
容

　
新
し
い
制
度
で
は
、
バ
ス
輸
送
に
適
し
た
路
線
を
基
本

に
す
る
よ
う
見
直
さ
れ
ま
し
た
．
大
き
な
改
正
点
は
、
バ

ス
路
線
に
対
す
る
県
と
市
町
村
の
支
援
す
る
役
割
を
明
確

に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
の
交
通
に
対
す
る
交

通
政
策
は
市
町
村
が
担
い
、
広
域
的
幹
線
と
な
る
路
線
を

県
と
し
て
補
助
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
．
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
廃
止
路
線
の
代
替
バ
ス
に
限
ら
ず
、
乗
合
免

許
路
線
以
外
の
市
町
村
が
運
行
す
る
バ
ス
も
対
象
と
な
り

ま
し
た
．
ま
た
、
新
た
に
路
線
を
設
け
る
場
合
も
、
生
活

実
態
に
合
っ
た
運
行
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
補
助
対
象
と
な

り
ま
す
．

　
し
か
し
、
一
方
で
は
、
補
助
の
対
象
と
な
る
平
均
乗
車

密
度
が
1
5
人
以
下
か
ら
2
人
以
上
5
人
未
満
の
運
行
路
線

が
対
象
と
な
り
、
下
限
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
従
来
の
ま

ま
で
路
線
バ
ス
を
運
行
す
る
に
は
、
厳
し
い
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
．
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県
が
新
し
い
制
度
を
立
ち
上
げ
る
た
め
の
支
援
方
策

　
こ
う
し
た
事
態
を
踏
ま
え
、
県
は
、
市
町
村
独
自
の

計
画
作
り
と
新
し
い
制
度
に
備
え
た
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
．
平
成
1
3
年
度
に
モ
デ
ル
市
町
村
を
選
ん
で
、
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用
な
ど
の

新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
場
合
、
車
両
購
入
費
な
ど
を

補
助
す
る
な
ど
の
支
援
策
を
打
ち
出
し
ま
し
た
．

町
独
自
の
運
行
計
画
を
立
て
る

　
こ
う
し
た
中
、
町
で
は
、
県
の
モ
デ
ル
町
と
し
て
県

の
支
援
策
を
取
り
入
れ
て
計
画
づ
く
り
を
す
す
め
て
い

ま
す
．

　
町
も
厳
し
い
財
政
の
中
で
、
ど
う
や
っ
た
ら
、
よ
り

効
率
的
な
形
で
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た
交
通
を
確
保

で
き
る
か
を
、
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
懇
談
会
で

の
意
見
を
取
り
入
れ
て
計
画
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま

す
．

県単補助制度新旧比較表

項 目 現行制度 新　　制　　度

補助対象 準幹 平均乗 ○平均乗車密度が15人以下の運行系統で ○平均乗車密度が2人以上5人未満の運
運行系統 線的 車密度 あること 行系統であること

○補助額＝系統毎の実車走行キロ×補助 ○補助額＝系統ごとの実績経常欠損額
単価 ただし、標準経常欠損額を限度とする。

（大型121．62円、小型93．11円） 標準経常欠損額＝標準経常費用一標準

ただし廃止代替バス事業の経常欠損額 経常収益

補助対象経費
を限度 ＝（キロ当たり標準経常費用250．7円×

実車走行キロ）一（キロ当たり標準平
運行費 均賃率51円×実車走行キロ×平均乗

車密度＋運送雑収入十営業外収益）

※キロ当たり標準経常費用、キロ当たり

標準平均賃率は制度適用時に決定

補 助　率
○県1／2、市町村1／2

　県補助額は市町村補助額を限度

○同左

学11．2％（164）
％

臼
常
の
盤
活
の
中
餐
．
家
族

が
バ
ス
を
測
翔
す
る
と
書
ぽ

8
ん
な
ど
き
響
ず
が
2

病院や福祉施設に通うため
　　　　　　42．3％（620）

その他

公民館の事業や町のイベン
トに参加するとき
9．8％（144）　　　　　　　　　　　　　善

買い物やちょっとした用事
　　　　　　27．4％（402）

　
　
ク
の

　
　
W
⊂め

　
　
糊
％

刀
　
稗
陰

　
　
自

％
％　　　　　　　　　　その他

バス18．9％（319）一

自動車
38．0％（641）

麟1
　　　　タクシー
　　　　5．7％（97）

利用したい48．5％（432）

わからない16．9％

　　利用したくな
　　　　　7．3％（6

どちらかといえば

利用したくない
　　　　7．6％（61

どちらかといえば、

利用したい
　　19．6％（175）

7



路線バスの運行について検討をはじめています一

場がある刀
％

利用時間のほくほく線
の乗り継ぎが便利にな

る23．0％（424）

用時間の運行本数が
える　21．2％（391）

　　　　　　　　　わからない5．9％

　　　　　　　　　その他3．4％（63）

　　通勤・通学に利用できる路
　　線や運行時間（ダイヤ）が組

　　んである　　13．3％（245）

　運転手の接遇がよく快適に
　乗車できる　　4．5％（83）

自動車を利用するより早く会
社や学校に着くことができる
　　　　　　　　2．3％（43）

自動車を利用するより通勤・

通学にかかる費用が安くなる
　　　　　　　10．5％（194）

　　　時刻通りに運行する9．8％（181）

森
後
蕎
雛
ぽ
讐
藩
繕
擬
形
驚
關

翻
購
櫛
襯
欝
望
鑑
趣
畿
脳
隣
畿
国
藤
麟
嚢
暫

撫
壌

住民の生活の足なので、町
営バスなど行政が公共の交

通を直接維持する
＼　　　　30．5％（489）

　　　　　　　その他1．2％

利用者が少なく採算が取

れない路線の廃止はやむ一
を得ない　8．7％（140）

雲委蝿期

東頸バスのような民間の
経営ノウパウを活かし、
民間と行政が協力する
　　　　　20．5％（329）

運行維持のためのバスは
町で用意し、運転手の確
保は地域で対応するなど
してスクールバスや患者
輸送車に一般の人が混乗
する方法でバスを地域で
守っていく31．3％（502）

％そ町の無線を利用した通行止めなど
の交通情報の伝達　　7．0％（105）

冬期間でも安心して車が使
えるような町道の除雪対策
＼　　　　　　　　　　　44．0％（664）

※“安心づくり事業”…住

民課が窓ロになり、屋根

雪除雪や集落内道路の除

雪など、安心して集落で

暮らすことのできるよう

な事業を地域住民が参画

して行うことに補助をし

ているものです。

クルマを利用した社会の
中で、”安心づくり事業”

を拡充し、地域で声をか
けあいながら、お年寄り
や障害のある人を地域で
助け、車を共同で利用し
ていく仕組づくりの推進
　　　　　19．7％（297）

　安心して住めるよう集
　落内道路の除雪を地域
　ぐるみで行う”安心づく

　り事業”の推進

　　　　　28．7％（433）

％そ

事故のない安全な道路環
境の整備　46．4％（648）

ほくほく線を利用した新
幹線の利用や高速交通ネッ

塩謝対応∠

車の排気ガスなど環境問題
に対応したエコカー推進
　　　　　　　4．6％（64）

こよる交通
1．6％（22）

バスをはじめとした
公共交通の維持
　　　24．5％（343）

　　　　インターネ
　　　　情報のP　R
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高
齢
化
が
す
す
む
中
、
町
の
バ
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は
沿
線
地
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の
住
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な
日
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…
バ
ス
に
つ
い
て
地
域
の
代
表
の
方
と
一
緒
に
検
討
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
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今
回
は
、
各
バ
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の
沿
線
区
長
の
皆
さ
ん
を
は
じ
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、
8
会
場
で
意
見
交
換
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諺

⑱
漏
圏
凸
…
…
住
民
に
と
っ
て
必
要
な
交
通
手
段
。
ぜ
ひ
バ

ス
を
維
持
し
て
ほ
し
い
。

　
町
で
は
、
1
月
に
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
必
要
と

す
る
路
線
の
ル
ー
ト
を
確
認
し
、
バ
ス
運
行
の
時
刻
の

見
直
し
を
す
す
め
ま
す
．
新
し
い
時
刻
表
は
4
月
1
日

薩壕翻

撚
．
、

錘藝射
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に
各
戸
に
配
布
し
ま
す
。

（
⑳
薗
邑
…
…
町
に
あ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
患
者
輸
送
車
。

こ
う
し
た
バ
ス
の
有
効
利
用
を
す
す
め
て
ほ
し
い
。

　
町
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
6
台
、
患
者
輸
送
車
は
2
台
、

そ
し
て
町
営
バ
ス
が
1
路
線
走
っ
て
い
ま
す
．
ス
ク
ー

ル
バ
ス
な
ど
こ
う
し
た
バ
ス
を
路
線
バ
ス
と
し
て
有
効

な
利
用
を
す
す
め
て
い
ま
す
．

⑭
薗
呂
…
…
乗
車
し
て
い
る
人
が
い
な
い
の
に
走
る
バ
ス
。

小
さ
い
バ
ス
な
ど
効
率
的
な
運
行
を
す
す
め
て
ほ
し
い
。

　
現
在
、
2
9
人
乗
り
の
中
型
バ
ス
が
6
台
。
1
4
人
乗
り

の
小
型
バ
ス
が
2
台
運
行
し
て
い
ま
す
．
朝
と
夕
方
は
、

登
下
校
に
利
用
し
、
そ
れ
に
一
般
の
方
が
加
わ
る
と
、

ほ
と
ん
ど
空
席
は
な
い
状
態
で
す
。
し
か
し
、
空
き
時

間
を
運
行
す
る
時
間
帯
の
バ
ス
の
利
用
は
落
ち
ま
す
．

そ
う
し
た
空
き
時
間
の
時
間
帯
の
バ
ス
を
小
型
バ
ス
に

す
る
な
ど
、
利
用
に
応
じ
た
バ
ス
の
運
行
の
検
討
を
す

す
め
て
い
ま
す
．

⑱
薗
φ
…
・
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
員
が
一
人
で
不
安
。

交
替
で
き
る
人
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。

　
町
で
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
患
者
輸
送
車
の
バ
ス
の

運
転
員
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
確
保
を
し
て
も
ら
う
こ

と
を
基
本
に
す
す
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
の
運
行

が
決
め
ら
れ
た
時
間
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
沿
線
地
域
で
連
携
が
取
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
．
特
に
冬
の
運
行
で
は
、
雪
の
支
障
を

最
少
限
に
押
さ
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
運
転
員
が
沿
線
地
域
内
で
確
保
で
き
る
地
域
に
つ
い

て
は
、
常
時
運
転
を
す
る
人
の
人
材
を
確
保
す
る
組
合

を
作
る
方
向
で
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
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懇
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を
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今
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ど
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し
た
ら
よ
り
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的
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…
な
形
で
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た
交
通
を
確
保
で
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き
る
か
を
、
町
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の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
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㎜
取
り
組
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で
い
き
ま
す
．
バ
ス
ヘ
の
意
見
等
は
、
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務
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へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
．
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ほく線との連絡　ほくほく線ダイヤ、駅

心としたバス路線とダイヤを編成してほ

・目の運行　老人世帯です。学校の授業の

い日、又は祝祭臼にはバスは走りませんが、

聞無休で走ってほしい

賃　路線バスと電車との料金の格差が大き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
た
ス
に
思
ト
瞬
け
ス
は
の
い
て
ど
め
い
か
は
ナ
ざ
さ
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
し
バ
ど
と
ン
全
掛
バ
の
い
た
し
ん
た
思
い
で
マ
根
手
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
心
痩
る
多
い
そ
と
の
と
て
の
の
に
転
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
中
時
遅
磁
本
が
も
の
往
寄
こ
員
イ
士
を
は
の
た
路
落
く
の
す
型
）
券
院
良
イ
め
に
一
す
が
ら
、
ほ
そ
い
つ
る
員
域
運
人

Q
民
平
に
向
寄
確
識
ら
く
環
ル
ク
小
鯖
が
良
行
す
が
臼
2
年
る
転
ラ
転
査
斯
路
つ
ス
集
な
状
長
大
輌
数
病
も
車
定
う
ク
用
人
も
雪
が
Q
た
図
な
転
地
の
、

の憲向を尊重して　山平線の廃止により

方面の老人世帯は不便になりました。安

バスを廃止した後、廃止する前に住罠の

を聞いていただきたかった。今後もお年

りなどの弱い立場の方にこそ、便利な交

保をお願いします

　頚城バス営業所前の町道の一方通行は

れない（標識が分からない〉折角国道を

改良したのに不便

バスの運行　のっとれ松代城の時のシャ

バスの運行を広範囲に運転してほしい
鱒ルバス　スクー一ルバスの縛間の延長（特

中学生の部活にあわせだ時聞）

時聞の運行　遠方の集落の人でも最終時

遅い運行便があれば利便性が高まり、住

い町に慧る。、上越方面への直通の復活。

本数　採算がとれない路線もあると思い

が、車を持た襟い私は（老人）バスの本

もう少し増えることを希望します。

の運行⑫　山闘地内のバスを土欝にも叢

往復くらいは通してほしい。自動車のな

寄りや女性は土霞には松代本町まで出て

ことができない

員の教蕎　安心して乗れるバスとして、

イバー教畜をお願いします。人命を扱う

士として県事故防止対策センターの適性

を初年度及び3年～4年に1度受講し、
は生かし短所は是正する教育を希望。

の検討　路線バスとしての住民の希望に

たルートを希望する

路線の存続　車の運転が出来ない人や、

落住幾の足としての交通手段であるバス

くすことはしないでほしい

の課題が多い　本数が少ないし待ち時間

すぎる、料金も高いのでお客数が多い時

型車、それ以外は小型化（今より小さい

）にしたらどうカ㌔

券　バスの園数券が叢0枚綴りでは少なく

院などに通うのが不便。ほくほく線はと

良いと思っている

イベント　バス・ほくほく線に感謝の日

め、全瞬鏡が年聞1度くらいは利用する

に心掛けては？

一痩バスヘの一般乗車　通学の他にバス

するのは、各集落から松代に用事で来る

が多いので、スクールバスの廃止はさけ

公共交通の維持　日々の交通事

自動車となっているのが現実で

冬の除雪体制をしっかりお願い

ます。しかし、公共交通の維持

ないと過疎化に歯止めがきかな

ないでしょうか。

一　ほくほく線の運転手さん達

していつも乗客に親切です。バ

ん達にもより一層の親切、そし

ふれた言動をお願いしたい

く
中
い

ほ
を
し
土
な
年
運
い
住
山
易
意
し
通
標
守
広
循
ト
ス
に
遅
間
み
運
ま
数
士
低
い
来
還
ド
運
検
長
経
そ
バ
各
を
現
が
は
車
回
て
て
乗
を
よ
ス
利
老
て
除
故
す
し
も
く
運
は
ス
て
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第2回大地の芸術祭に向けて　

■　一　－

■■■

圃

v
囹

惣
、

雪
国
農
耕
文
化
村
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

　
雪
国
農
耕
文
化
村
セ
ン
タ
ー
は
松
代
ス
テ
ー
ジ

の
核
と
な
る
施
設
で
す
。
目
的
は
、
豪
雪
の
里
村

で
は
ぐ
く
ま
れ
た
暮
ら
し
の
“
知
恵
”
を
現
代
芸

術
を
切
り
ロ
に
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
地
域
を
紹

介
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

蝦
麟

⑳
皿
…

噂♂

ノ
・

L噂騨　　　　≦
　
、
紅
欧

衝
塞
季
港

ギ
葱　
叢
煮
鴫

響
，
蓋
蕪
舞
攣

、
“

　
建
築
本
体
は
、
空
中
に
浮
か
べ
た
真
四
角
の
建
築
駆

体
を
3
本
の
足
で
支
え
ま
す
。
支
え
る
足
の
部
分
は
外

か
ら
の
通
路
の
役
目
を
果
た
す
も
の
で
、
作
品
の
展
示

廻
廊
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
ま
す
．
こ
の
通
路
で
本

体
を
持
ち
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
る
ピ
ロ
テ
ィ
i

部
分
は
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
会
場
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物
の

中
に
は
、
雪
国
の
農
耕
文
化
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
や

現
代
作
家
に
よ
る
作
品
展
示
の
ほ
か
に
、
多
目
的
展
示

室
、
そ
し
て
カ
フ
ェ
や
売
店
が
あ
り
ま
す
．
屋
上
は
庭

を
予
定
し
、
周
囲
の
自
然
を
配
慮
し
た
建
物
と
な
っ
て

い
ま
す
．

◆
概
要
／
基
本
設
計
M
V
R
D
V
／
実
施
設
計
C
L
I

P
／
敷
地
面
積
9
9
6
6
㎡
／
延
べ
床
面
積
2
4
1
5
・

9
3
㎡
／
構
造
S
造
一
部
R
C
造
／
竣
工
予
定
2
0
0

3
年
3
月

雪
国
農
耕
文
化
村
セ
ン
タ
雇
設
計
説
瞬
会

　
ー
ヤ
コ
ブ
・
フ
ァ
ン
・
ラ
イ
ス
さ
ん
（
37
歳
）
を
招
い
て
1

　
2
月
1
4
目
、
ふ
る
さ
と
会
館
に
お
い
て
雪
国
農
耕
文

化
村
セ
ン
タ
ー
の
基
本
設
計
を
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
建
築

事
務
所
M
V
R
D
V
の
建
築
家
一
人
、
ヤ
コ
ブ
・
フ
ァ

ン
・
ラ
イ
ス
さ
ん
（
3
7
歳
）
を
招
い
て
“
雪
国
農
耕
文

化
村
セ
ン
タ
ー
設
計
説
明
会
”
を
行
い
ま
し
た
．
会
場

に
は
町
民
5
0
人
ほ
ど
が
集
ま
り
ま
し
た
．
住
民
か
ら
は

「
大
雪
に
な
っ
て
も
建
物
は
雪
に
耐
え
ら
れ
ま
す
か
」
と

の
質
問
に
ラ
イ
ス
さ
ん
は
「
雪
の
対
策
に
最
重
点
を
置

き
ま
し
た
。
構
造
の
専
門
家
と
何
度
も
議
論
し
て
設
計

し
た
の
で
大
丈
夫
で
す
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
周
囲
の
美
し
い
自
然
を
な
る
べ
く
壊
さ
ず
に
、
建
物
か

ら
見
る
眺
め
を
十
分
確
保
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

ヤ
コ
ブ
・
フ
ァ
ン
・

　
　
ラ
イ
ス
さ
ん

じ
め
て
の
仕
事
に
な
り
、
ラ
イ
ス
さ
ん
も

い
う
意
味
で
も
特
別
な
意
味
が
あ
る
」

い
ま
し
た
。
M
V
R
D
V
の
仕
事
で
は
、

バ
ー
で
の
万
博
の
仕
事
が
有
名
で
す
．

の
仕
事
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
を
見
せ

ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
た
も
の
で
す
。
日
本
に
つ
い

て
の
印
象
は
「
オ
ラ
ン
ダ
は
町
が
散
在
し
た
よ
う

な
と
こ
ろ
で
す
が
、
日
本
は
人
口
密
度
の
高
い
国
」
。

　
M
V
R
D
V
の

事
務
所
に
は
5
0
人

ほ
ど
の
職
員
が
い

て
、
今
回
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
以
外
で
は

　
　
　
　
「
そ
う

　
　
　
と
話
し
て

　
　
　
　
ハ
ノ
ー

　
　
　
展
示
会
場

70



作家と作品内容

作　　家 設置場所 内　　　容

ファヴリス・イベール
ピロテイー

床を陶タイルにより演出

演劇と音楽コンサートの屋外公演会場

多目的屋外イベント会場

河口　龍夫

展示室1（多目的室）

農具により空間演出

セミナー、ワークショップ、企画展示

など多目的空間

展示室（教室）

昔の学校教室の演出

机毎に天板にはめこまれたモニターに

よるの映像展示

レクチャー会場

ジャンニリュック・

ヴィルムート

展望休憩室

松代風景写真による演出

カフェ

体験調理工房

牛島　達治
ショップ・園芸コーナー

機械仕掛けによる演出

売店

園芸展示

藤本　修三
屋上庭園

芝生とベンチ
自然体感の屋上広場

ジョセップ・マリア・

マルティン

展示回廊《外構》

松代の写真・音による生活

文化の空間演出

通路

文化資料の展示空間

草間　彌生
花畑

オブジェ

体験農場

ひまわり畑、蕎麦畑など

小沢　　剛 道具小屋 あずま屋

松田　重仁
イベント広場

ベンチ
休憩場所

内容

農場・農業窓口（貸民家紹介・産地直売）

＆展示

外の演劇と音楽のグループとの交流とイベント誘致
展示（誘致と製作）

事
　
　
べ

な
農
　
イ

主
①
　
②

学習の会場とソフトの提供

などのセミナーの誘致と共同企画運営

ティー、多目的室、教室、調理実習室、体験農場の空間を貸出。

業
業
轡
繊
鱈
懲
讐

ミ
　
　
　
間

セ
　
　
　
空

③
　
　
④

．……北川フラムさんに一　，
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1　　聞いてみました　　　1
蓼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1　「建物の外観は中間色です。しか1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1し、大きい窓からは、中の様子が1
さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1外からも見えます。中はカラフル1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

麹なものになります」。建物は、駅に毒
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1向かう通路もあり、ピロティは、1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1雨があたらないので、使い方も多1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1く考えられ、夜間は光を使った演l
l出も可能なことから、コンサート1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1や劇場としての機能があります。1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1また、建物の中からカバコフの作1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1品を見る場所もあります。北川さ1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

馨んは、「建物を通して自然を体験し馨
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1てほしい」と話していました。そ1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1して、建物の中には「魅力ある空1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1間はアートで埋めています。教室1
さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

蓼などで体験する場のほか、廊下そ馨
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1のものが展示も可能」と話してい1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1ました。　　　　　　　　　　1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1　作家と地域の人たちの協働によ1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

攣る、地域を活かした作品の展示が馨
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1楽しみです。　　　　　　　　1
麹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢
蓼　…葦蓉マ　　撚　　　　　　　　　　　・、畠　　ミ　　　　　　　　．　蓼

　　　　　　　　　　　　　　　き
魍融　　監　　　1
亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　譜
鰯磯シ働綴臣働偲繊3鵬搬囎囎棚路翻◎磯）棚9㈹稠竪鰯棚｝鵬翻匿魎勲翻酌棚騨鵬脇働翻奮鰯鵬翻翻

展
示
で
は
そ
ん
な
こ
と
に
も
意
識
し
た
よ
う
で
好

評
で
し
た
．

　
農
耕
文
化
村
で
注
意
し
た
こ
と
は
「
周
り
の
自

然
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
建
物

を
地
面
か
ら
持
ち
上
げ
る
こ
と
で
、
気
候
条
件
に

配
慮
し
ま
し
た
．
夏
は
、
日
陰
を
つ
く
り
、
冬
は

雪
に
対
し
て
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
最
初
、
松
代

を
訪
れ
た
と
き
、
高
床
式
の
家
を
興
味
深
く
見
ま

し
た
。
基
礎
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に
家
が
乗
っ

て
い
る
感
じ
で
し
た
．
雪
の
持
っ
カ
、
押
し
つ
ぶ

さ
れ
な
い
よ
う
な
工
夫
を
感
じ
と
り
参
考
に
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
建
物
を
持
ち
上
げ
る
発
想

が
高
床
式
住
宅
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
「
通

路
が
橋
の
よ
う
に
縦
横
に
走
り
ま
す
。
持
ち
上
が
っ

た
建
物
は
、
天
井
構
造
が
強
い
も
の
に
な
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
建
物
の
特
長
は
「
前
面
を
窓
に
し

て
、
景
色
を
一
望
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
窓

は
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
」
こ
と
だ
そ
う

で
す
．
周
囲
の
自
然
を
建
物
の
中
で
見
渡
す
こ
と

が
で
き
る
の
も
大
き
な
特
長
で
す
．

　
建
物
に
通
路
が
多
い
こ
と
も
「
建
物
へ
の
通
路

も
色
々
な
方
向
か
ら
入
っ
て
い
け
る
よ
う
、
ま
た
、

雪
に
対
応
し
、
冬
で
も
中
に
入
れ
る
よ
う
な
工
夫

を
し
ま
し
た
．
通
路
に
あ
わ
せ
て
建
物
の
中
の
空

間
を
作
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
設
計
に
当

た
っ
て
は
、
高
圧
線
が
近
い
こ
と
な
ど
い
く
つ
か

の
協
議
を
経
て
き
ま
し
た
．
カ
フ
ェ
、
展
示
室
、

多
目
的
室
な
ど
の
機
能
を
あ
わ
せ
持
つ
こ
の
建
物

が
、
第
2
回
大
地
の
芸
術
祭
の
松
代
ス
テ
ー
ジ
の

メ
イ
ン
と
な
る
こ
と
に
「
屋
上
の
庭
園
を
は
じ
め
、

多
く
の
作
家
の
作
品
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

楽
し
み
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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今
年
餐
5
回
圏

早
稲
田
＋
〈
学
雪
掘
り
ツ
ア
ー

　
2
月
8
日
か
ら
1
3
日
ま
で
訪
れ
て
い
た
“
早
稲
田

大
学
雪
掘
り
ツ
ア
ー
”
に
は
、
今
年
は
3
3
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
で
は
雪
掘
り
を
は
じ
め
、
町
内

で
民
泊
を
す
る
な
ど
の
雪
国
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
こ
の
“
雪
掘
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
”
の
取
り
組
み
は
今

年
で
5
回
目
と
な
る
も
の
で
、
早
稲
田
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ァ
セ
ン
タ
ー
の
学
生
の
皆
さ
ん
が
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
．
参
加
し
た
学
生
の
一
人
は
「
実
際
に
雪
国
の
生
活

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
．
ま

た
、
民
泊
で
は
「
お
客
さ
ん
で
は
な
く
、
そ
の
家
の
子

ど
も
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
を
話
す
学
生
も
い
て
、
日
常
で
は
体
験

で
き
な
い
貴
重
な
ひ
と
と
き
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
今
回
の
幹
事
を
務
め
る
法
学
部
2
年
の
真
保
恵
介
さ

ん
は
「
参
加
し
た
学
生
は
、
雪
掘
り
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
し
て
、
も
う
一
歩
深
い
、
人
と
人
と
の
交
流
と

い
う
も
の
を
体
験
で
き
た
の
で
は
な
い
か
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
6
日
間
の
交
流
の
中
で
、
「
松
代
と
早
稲
田
と

の
つ
な
が
り
の
重
要
性
や
、
そ
こ
に
期
待
さ
れ
る
も
の

の
大
き
さ
を
感
じ
と
っ
た
学
生
も
い
た
よ
う
で
す
。
町

の
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
多
く
の
方
の
協
力
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
特
に
民
泊
で
は
地
域
の
人
た
ち
と
直

接
話
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
貴
重

な
体
験
を
今
後
の
活
動
に
い
か
し
て
い
き
た
い
」
と
力

強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　　　　　　　　固　　　　　　　　　　　　　　脳　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　蘇　　　　　　騰　　　　撚　　翻

　
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
集
ま
っ
た
1
2
人

は
、
県
内
外
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。
大
島
村
の

岩
野
正
敏
さ
ん
は
「
雪
掘
り
の
手
伝
い
が
で
き

れ
ば
よ
い
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
」
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
動
機
を
話
し
て
い
ま
し
た
．
そ
の
ほ

か
、
長
岡
市
役
所
の
職
員
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
参
加
を
し
て
い
ま
し
た
．

そ
の
中
か
ら
、
東
京
都
内
か
ら
初
め
て
参
加
し

た
と
い
う
松
田
英
一
さ
ん
に
話
し
を
う
か
が
い

ま
し
た
。

　
松
田
さ
ん
は
、
夏
に
は
富
山
県
内
で
“
草
刈

り
十
字
軍
”
と
呼
ん
で
い
る
杉
林
の
下
刈
り
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
毎
年
参
加
し
て
い
て
「
大
き

な
鎌
で
草
を
な
ぎ
ま
す
．
力
仕
事
で
す
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
集
ま
る
人
た
ち
と
、
同
じ

　“スコツプ2002”は新潟県の雪対策室がボラ
ンティアを募集して登録を受け付けているものです。

2月13日には、日程の都合のついた12人が除雪ボラン

ティアとして当町で屋根の雪掘りを行いました。

汗
を
流
し
な
が
ら
の
交
流
は
充
実
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
．
今
回
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
は
初
め
て
の
応
募
。
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
集

ま
る
人
た
ち
は
、
小
さ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

役
に
立
と
う
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
出
会
う
人
と
の
ひ
と
時
は
何

よ
り
も
か
え
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
」
と
話

し
な
が
ら
、
屋
根
で
ス
ノ
ッ
パ
ー
を
う
ま
く
使

い
こ
な
す
姿
は
、
初
め
て
と
は
思
え
な
い
身
の

こ
な
し
で
し
た
．
午
前
中
い
っ
ぱ
い
で
予
定
し

た
家
の
雪
掘
り
を
終
了
．
短
い
時
間
な
が
ら
も
、

参
加
し
た
人
と
一
緒
に
“
雪
掘
り
”
を
し
た
感

想
を
、
「
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
道
具
の

使
い
方
を
学
ん
だ
り
と
、
楽
し
い
体
験
で
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
松
田
さ
ん
は
、
数
年
前
か
ら
足

立
区
の
日
本
語
講
座
の
先
生
を
し

て
い
ま
す
．
「
仕
事
で
海
外
で
暮
ら

し
た
と
き
に
は
、
そ
の
土
地
そ
の

土
地
で
現
地
の
人
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
」
と
話
し
を
続
け
、
「
日

本
に
来
る
人
た
ち
に
少
し
で
も
恩

返
し
を
し
た
い
」
と
そ
の
動
機
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
若
い
人
た
ち
に
つ
い
て
、
「
若
い

人
は
色
々
な
言
わ
れ
方
を
さ
れ
ま

す
が
、
私
の
出
会
う
人
た
ち
は
皆

さ
ん
と
て
も
意
欲
的
で
す
。
一
人

ひ
と
り
が
目
的
を
持
ち
な
が
ら
学

ぶ
姿
に
、
私
自
身
学
ぶ
と
こ
ろ
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。
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偽
、

濯態

八
王
子
市
職
員
も

　
　
　
　
　
　
　
雪
掘
り
で
交
流

　
2
月
1
7
日
、
田
沢
で
八
王
子
市
職
員
組
合
の
皆
さ

ん
が
菅
刈
・
田
沢
の
人
た
ち
と
雪
掘
り
を
通
し
て
交

流
を
暖
め
ま
し
た
。

　
今
回
訪
れ
た
の
は
、
八
王
子
市
職
員
の
橋
山
信
吾
さ

ん
（
31
歳
）
ほ
か
3
人
で
、
菅
刈
・
田
沢
の
人
た
ち
と

交
流
を
行
い
な
が
ら
、
雪
掘
り
を
同
集
落
で
行
い
ま
し

た
。
橋
山
さ
ん
は
「
今
ま
で
高
柳
町
で
雪
掘
り
の
お
手

伝
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
市
の
職
員
組
合
が

交
流
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
わ
た
し
達
も
松
代

町
で
雪
掘
り
を
通
し
て
地
元
の
人
た
ち
と
親
交
を
深
め

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
．
地
元
の
人
も
「
雪
の
降

る
時
期
に
き
て
も
ら
う
と
本
当
に
助
か
る
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
．
ま
た
、
橋
山
さ
ん
も
「
計
画
す
る
日
程
と
雪

の
降
り
具
合
が
気
に
な
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
．

　
今
回
、
初
め
て
の
試
み
と
な
っ
た
”
雪
掘
り
”
を
通

し
て
の
交
流
で
は
、
八
王
子
の
皆
さ
ん
は
田
沢
・
菅
刈

の
人
た
ち
と
一
緒
に
ス
コ
ッ
プ
を
手
に
、
談
笑
し
な
が

ら
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
．

難
一

α
、
p
．
灘
耀
、

＼
罵
釜

ボランティア学生を受け入れて

　
今
年
早
稲
田
大
学
の
学
生
は
1
0
軒
の
家
で
民
泊

を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
学
生
を
受
け

入
れ
て
3
回
目
と
な
る
東
山
の
山
岸
益
夫
さ
ん
夫

妻
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
「
と
に
か
く
楽
し
か
っ
た
」
と
話
す
妻
の
ヒ
サ
エ
さ
ん
．

今
ま
で
男
子
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た
山
岸
さ
ん
で
は
、

今
年
は
じ
め
て
女
子
学
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
ヒ
サ

エ
さ
ん
は
続
け
て
、
「
男
子
学
生
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
夫
の
飲
み
友
達
で
す
．
そ
れ
は
そ
れ
で
楽
し
そ
う
で

す
。
で
も
、
な
か
な
か
男
の
人
は
お
酒
が
入
る
ま
で
し
や

べ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
女
の
人
は
お
し
ゃ
べ
り
で

す
か
ら
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
、
話
が
盛
り
上
が
り
ま

す
。
夜
遅
く
ま
で
料
理
の
話
を
し
た
り
、
折
り
紙
を
折
っ

た
り
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
．
ま
た
、
新
聞

に
自
分
た
ち
の
雪
掘
り
ボ
ラ
ン
テ
ァ
の
記
事
を
見
つ
け

た
ら
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
り
と
「
に
ぎ
や
か
で
、
し
か
も

楽
し
い
2
日
間
で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
山
岸
さ
ん
宅
で
民
泊
を
し
た
3
人
は
、
そ
れ

ぞ
れ
今
回
の
雪
掘
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
じ
め
て
知
り

合
っ
た
者
同
士
な
の
で
、
「
迎
え
る
方
も
な
ん
と
な
く
不

安
で
し
た
。
で
も
、
美
人
の
娘
が
3
人
き
た
と
思
っ
て
、

気
楽
に
し
て
ほ
し
い
」
と
迎
え
た
と
夫
の
益
夫
さ
ん
は

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
泊
ま
っ
た
学
生
の
中
に
は
、
春
に
は
こ
の
雪

が
消
え
た
ら
、
ど
う
い
う
風
に
な
る
の
か
見
て
み
た
い

と
言
い
な
が
ら
、
毎
年
学
生
が
訪
れ
る
よ
う
で
す
．

　
「
大
臣
や
学
者
に
な
っ
た
ら
、
ま
た
お
い
で
よ
と
言
つ

た
ら
、
そ
ん
な
に
な
る
前
に
、
ま
た
来
る
よ
と
言
っ
て
、

ホ
タ
ル
を
見
た
い
と
電
話
が
あ
っ
て
、
ひ
ょ
っ
こ
り
と

や
っ
て
く
る
．
自
分
の
子
ど
も
み
た
い
な
親
し
み
も
あ

り
ま
す
」
と
二
人
で
笑
い
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
．

　
今
回
泊
ま
っ
た
学
生
の
一
人
に
』
人
大
学
院
で
勉

強
を
続
け
る
と
い
う
の
で
、
ゼ
ン
マ
イ
に
ど
う
し
て
綿

が
つ
い
て
い
る
の
か
調
べ
て
研
究
し
て
ほ
し
い
」
と
、

ヒ
サ
エ
さ
ん
は
伝
え
た
と
か
。
「
今
度
会
え
る
の
が
楽
し

み
で
す
よ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
．
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2
月
1
9
日
、
室
野
で
田
舎
体
験
の
民
泊
受
け
入

れ
説
明
会
が
開
か
れ
、
受
け
入
れ
を
予
定
し
て
い

る
1
6
人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
．

　
最
初
に
事
務
局
の
商
工
観
光
係
か
ら
1
4
年
度
の

田
舎
体
験
の
受
付
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

日
程
の
説
明
を
受
け
た
後
、
今
ま
で
の
取
り
組
み

を
通
し
て
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
参
加
し
た
人
か
ら
は
、
「
も
っ
と
住
民
に
田
舎

体
験
な
ど
民
泊
の
様
子
を
知
っ
て
も
ら
い
、
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
の
も
大
切
」
と
い
っ
た
意
見
も

で
て
い
ま
し
た
．
事
務
局
で
は
、
「
東
頸
城
郡
の

越
後
田
舎
体
験
推
進
協
議
会
で
は
、
各
種
研
修
会

を
構
成
町
村
の
会
場
で
行
っ
て
い
る
の
で
、
事
前

に
住
民
に
知
ら
せ
、
多
く
の
人
か
ら
参
加
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
な
お
、
自
然
観
察
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
は
、

表
の
よ
う
な
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い

こ
と
は
企
画
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
．

鍼1－1

調

雛

越後田舎体験

　平成11年度から受入れをはじめた「越後田舎体験事業」も3年が過ぎました．年々増加している体験の受入で、
自然観察ハイキングの指導をしてくださるインストラクターが不足しています．そのためのインストラクター養成

講座を開催します．特別の資格は必要ありません。自然が好きで、山歩きが好きで、お話好きの方からぜひども、

インストラクターとしてご活躍ください。ご自分の健康づくりと教養を高めるためにぜひともご参加・ご協力をお

願いします。宿泊・体験施設関係の皆さんも、ご自分の施設の体験プログラムとして活用できるためにも、ぜひご
参加ください．

＊インストラクターとしてお願いする場合は、今現在半日7，000円、1日10，000円くらいのお礼をお支払いしています．

　　　　　　　　　　　★参加は無料です。興味のある方大歓迎です。★

講座霞程・闘容

回数 期　日 テーマ・内容・指導者（予定） 会　場

1
3月23日（土）
　13100～16＝00

「自然が好きですか？　山（里）歩きが好きですか？」

・スノーシューで雪の上の自然を楽しみます。

・自然観察のポイントを見つけます。

講師＝渡辺謙克（安塚町）

安塚町

　菱ケ岳周辺

2
4月中旬（平日）

　　13＝00～16＝00

「自然と人のいい関係」

・ブナ林を観察しましょう。・棚田が注目されているのはなぜ？

・コミュニケーションのとり方。

講師＝山岸秀夫（安塚町）、竹内　實（安塚町）、小菅江美（安塚町）

安塚町

　石橋周辺

3
5月7日（火）
　　9＝00～12＝00

「自然を分かち合いましょう」

・自然を分かち合うための方法。

・春のハイキングコースを歩きます。・野鳥を観察しましょう。

講師＝村山祐一（松之山町）ほか

松之山町

　大厳寺高原

4

5月～6月で実際
に受入れている日
＊日程を後日お知らせ
します。ご都合のつく
日にご参加ください。

「実際の指導方法を体験しましょう」

・学校がたくさん来ています。実際指導している場面を見ながら指導
の方法などを実体験しましょう。

講師：当日のインストラクター

各体験会場

5 6月5日（水）

「自然の中でのゲームを楽しみましょう」

・ネイチャーゲーム、コミュニケーションゲームを覚えましょう。
・木や土の秘密を知りましょう。

講師＝豊岡明子（安塚町）、塩崎直二（浦川原村）、渡辺謙克（安塚町）

安塚町

グリーンパーク

6 7月14日（日）
「夏の動植物たちを観察しましょう」

・動植物の季節ごとの様子は。・人と生き物の関係は。

講師＝高橋八十八（松代町）、高橋洋一（十日町市）

松之山町

　大厳寺高原

7

7月で実際に受入

れている日
＊日程を後日お知らせ
します。ご都合のつく

日にご参加ください。

「実際の指導方法を体験しましょう」

・学校がたくさん来ています。実際指導している場面を見ながら指導
の方法などを実体験しましょう。

講師＝当日のインストラクター

各体験会場

参加申し込み　参加いただける方は、下記までお知らせください．7回とも参加されなくても結構です．ご都合のつく日にご参

　　　　　加ください。回の途中からでも参加いただいて結構です。ご連絡をいただいた方に詳しい日程をお知らせします。

　　　　　越後田舎体験推進協議会　松代町企画振興課または雪だるま財団（T　E　LO2559－2－3988　F　A　XO2559－2－3324）

あ
な
た
も
交
流
事
業
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
1

越
後
田
舎
体
験
に
向
け
て
・
・
・
…
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く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
認
定
生
産
組
織
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
定
さ
れ
ま
し
た

認
定
式
は
、
1
月
1
8
日
に
県
庁
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
新
潟
県
が
新
た
に

認
定
し
た
青
年
農
業
士
、
指
導
農
業
士
、
農
村
地
域
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
写
真
左
は
、
下
山
生
産
組
合
の
組
合
長
宮

澤
一
慶
さ
ん
、
右
は
、
農
村
地
域
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
認
定
を
受
け
た

松
之
山
町
の
福
原
よ
み
子
さ
ん
で
す
。

、
　
し

乱ノ
　
ギ凶

、
。
内
ン

　
松
代
町
か
ら
下
山
生
産
組
合
が
県
の
生
産
組
織
の

部
で
認
定
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
県
の
認
定
制
度
は
、
生
産
組
織
強
化
指
導
事
業
の

一
環
と
し
て
持
続
性
の
高
い
経
営
感
覚
の
優
れ
た
経

営
体
の
確
保
と
育
成
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
．

郡
内
に
は
、
現
在
1
7
の
認
定
生
産
組
織
が
あ
り
ま
す
．

　
下
山
生
産
組
合
は
、
平
成
1
0
年
度
に
農
林
県
単
事

業
に
取
り
組
み
、
農
業
施
設
と
機
械
の
整
備
を
す
す

め
な
が
ら
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
生
産
組
織
設
立
の
た

め
に
集
落
の
話
し
合
い
当
初
か
ら
集
落
営
農
を
最
重

点
に
計
画
が
作
ら
れ
、
そ
の
先
見
性
に
は
当
初
か
ら

高
い
評
価
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
．
ま
た
、
南
部
地

区
で
唯
一
の
生
産
組
織
と
し
て
他
集
落
の
作
業
受
託

も
行
い
、
農
家
の
信
頼
を
得
て
い
ま
す
．
し
か
も
組

合
設
立
当
初
か
ら
集
落
全
戸
が
加
入
し
、
農
用
地
利

用
改
善
組
合
を
組
織
し
ま
し
た
．
集
落
を
あ
げ
て
作

付
栽
培
の
協
定
を
行
う
な
ど
、
農
用
地
の
有
効
な
利

用
と
あ
わ
せ
て
、
農
業
機
械
の
効
率
的
な
利
用
を
目

的
と
し
た
農
業
経
営
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
　
平
成
1
2
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
調
査
結
果
で
は
、

経
営
耕
地
面
積
の
減
少
率
は
、
町
全
体
の
5
・
4
％

に
対
し
下
山
集
落
は
2
・
1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
．

こ
う
し
た
集
落
の
取
り
組
み
が
、
耕
作
放
棄
の
防
止

に
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
．
組
合
長
の
宮
澤
一
慶
さ

ん
は
、
「
私
達
の
よ
う
な
小
さ
な
集
落
の
小
さ
い
生
産

組
織
が
、
県
の
認
定
を
受
け
て
驚
い
て
い
ま
す
。
戸

別
対
応
の
で
き
る
乾
燥
・
調
整
作
業
が
、
一
番
作
業

量
が
多
く
、
熟
練
し
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
特
定
し
て

品
質
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
．
課
題
は
後
継
者
の
確

保
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
福
島
水
稲
生
産
組
合
、
蓬
平
生
産
組
合
、

滝
沢
生
産
組
合
の
三
つ
が
、
県
の
認
定
生
産
組
織
に

な
っ
て
お
り
、
高
齢
化
の
進
む
中
で
他
集
落
か
ら
の

受
託
組
織
と
し
て
、
そ
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
東
頸
城
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

の
小
林
東
部
班
長
は
、
今
回
の
認
定
に
つ
い
て
「
集

落
全
体
が
山
間
急
傾
斜
地
の
土
地
条
件
の
中
で
、
水

稲
栽
培
を
通
し
て
農
地
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
．
集
落
農
業
の
担
い
手
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
．
ま
た
、
農
林
課
で
は
「
今
後

集
落
営
農
を
担
う
生
産
組
織
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
．
町
の
農
業
振
興
を
考
え
る
と
き
、

生
産
組
合
へ
の
作
業
委
託
が
1
集
落
か
ら
数
集
落
の

耕
地
に
面
的
に
広
が
る
よ
う
、
条
件
の
整
備
が
必
要
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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登H場

法
月
ゆ
り
さ
ん

作
品
「
6
フ
ィ
ー
ト
下
か
ら
」
が
、
芥
川
賞
候
補
と
な
っ
た

法
月
ゆ
り
さ
ん
。
作
品
と
法
月
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
6
フ
ィ
ー
ト
下
か
ら
」

　
作
品
は
、
「
夕
立
が
辺
り
一
面
を
白
く
す
る
ほ
ど
飛

沫
を
上
げ
て
降
り
し
き
っ
て
た
」
の
書
き
出
し
に
は

じ
ま
り
ま
す
．

　
過
去
の
し
が
ら
み
を
全
て
断
ち
切
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
の
山
村
で
暮
ら
す
老
人
た
ち
．
そ
の
一
人
だ
っ

た
叔
母
の
死
を
知
ら
さ
れ
、
日
本
か
ら
村
を
訪
れ
た

青
年
の
数
日
間
を
描
い
た
も
の
で
す
。
作
品
は
、
雑

誌
「
す
ば
る
」
に
掲
載
さ
れ
、
4
0
ぺ
ー
ジ
ほ
ど
の
も

の
で
す
．

　
現
在
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
で
商
社
に
勤
め
る
夫

と
暮
ら
し
て
い
る
法
月
さ
ん
は
「
2
9
歳
の
と
き
に
、

突
然
、
無
性
に
何
か
書
き
た
く
な
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
ペ
ン
と
紙
を
捜
し
出
し
て
書
き
始
め
た
」
と
話

し
て
い
ま
す
．

　
97
年
に
大
阪
に
転
居
。
そ
こ
で
、
大
阪
芸
術
大
学

名
誉
教
授
の
山
田
幸
平
さ
ん
が
教
え
る
創
作
講
座
で
、

「
小
説
を
書
く
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
が
、
少
し
ず

つ
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
」
と
き
っ
か
け

を
話
し
て
い
ま
す
。
続
け
て
、
「
小
説
を
書
く
こ
と
を

軸
に
自
分
の
生
活
を
回
し
て
み
よ
う
と
考
え
た
ん
で

す
。
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
な
ら
迷
っ

て
い
た
こ
と
で
も
、
“
そ
れ
は
小
説
を
書
く
上
で
プ
ラ

ス
に
な
る
の
か
、
マ
イ
ナ
ス
な
の
か
…
”
」
そ
う
し
た

判
断
基
準
で
、
ど
ん
ど
ん
切
り
捨
て
ら
れ
た
り
、
あ

る
い
は
拾
い
上
げ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
話

し
て
い
ま
す
．

　
9
8
年
に
は
、
「
鳩
よ
！
」
掌
編
小
説
コ
ン
ク
ー
ル
で

秀
作
に
入
賞
．
夫
の
ア
メ
リ
カ
転
勤
に
伴
い
渡
米
。

同
人
誌
「
T
R
A
V
I
E
W
（
テ
ラ
ビ
ュ
ー
）
」
を
3

人
で
創
刊
．
誌
名
は
ギ
ガ
の
一
つ
上
を
い
こ
う
か
と

テ
ラ
（
1
0
の
1
2
乗
）
を
タ
イ
ト
ル
に
入
れ
た
も
の
。

そ
の
創
刊
号
が
文
芸
誌
「
す
ば
る
」
の
編
集
長
の
目

に
と
ま
り
、
作
品
を
執
筆
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
法
月
ゆ
り
さ
ん
と
の
対
談
を
掲
載
し
て
い
る
す
ば

る
2
月
号
の
中
で
、
聞
き
手
の
細
貝
さ
や
か
さ
ん
は
、

「
6
フ
ィ
ー
ト
下
か
ら
」
の
作
品
に
つ
い
て
「
小
説
は

凪
い
だ
湖
面
に
落
ち
た
最
初
の
雪
の
ひ
と
ひ
ら
が
起

て
る
波
紋
に
も
似
た
、
ほ
ん
の
微
か
な
心
の
揺
ら
ぎ

を
表
現
し
よ
う
と
試
み
、
成
功
し
た
」
と
書
い
て
い

ま
し
た
。

　
作
品
は
死
と
い
う
重
い
テ
ー
マ
を
題
材
に
、
読
む

人
を
一
気
に
引
き
込
み
ま
す
．
こ
の
カ
は
、
故
郷
の

雪
が
与
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

参
考
図
書
　
文
芸
誌
「
す
ば
る
」
（
集
英
社
）
2
月
号

　
法
月
さ
ん
の
実
家
と
な
る
松
代
の
三
笠
屋
さ
ん
。

酒
店
を
経
営
し
て
い
る
関
谷
靖
さ
ん
は
「
と
き
お
り

メ
ー
ル
で
連
絡
を
や
り
と
り
し
て
い
ま
す
。
作
品
を

書
く
こ
と
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
で
す
が
、
元
気

の
よ
う
で
何
よ
り
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

法
月
さ
ん
に
は
、
「
フ
ァ
ン
ト
ム
達
の
サ
ン
ク
チ
ュ
ア

リ
」
の
作
品
が
あ
り
、
今
ま
で
の
作
品
を
集
め
た
本

の
出
版
も
予
定
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
．
今
後

の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
．
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みんなのぺ一ジ

糧騨□
灘　　　　　i　…

勤、謬

学

　イィぬ

』　　　　　な流

　　していました．　　　1

世田谷区教育委員会が主催す

る知的障害のある方を対象とし

た講座のいずみ学級の皆さんが

当町のしぶみの家の皆さんと雪

を通して交流を深めました．

今年で3回目となるいずみ学

級の当町での交流には、世田谷

からボランティアなど100人ほど

が訪れました。

雪
が
温
か
な
交

ほくほく線で松代体験

　2月9
日に行わ

翻欝一』、幽
ほどが群馬県などから参加し、

松代の冬を楽しみました．今年

2回目となるJ　Rの企画は「1

目で雪遊びと温泉、それにそば

作りができる」とあって好評で、

昨年に引き続いて参加する人’も

いて、松代のファン’も生まれて

いるようです。

中学生がボランティア

　2月13日、松代中学の2年生

の皆さんがほくほくの里でボラ

ンティアをしました。部屋の片

付けの後、紙芝居や折り紙を披

露．入所している一人は「生徒

の活躍に大助かり。楽しい一目

です」と笑顔で話していました。

出稼ぎリーダー会議

　2月3日に都内の吉池デパー

トを会場に「出稼ぎ者現地リー

ダー会議」が行われ、東京都な

どで働く12人が職場の状況を話

しながら、関谷町長とJ　A十目町

の宮沢支店長と懇談をしました。

参加した宮沢広一郎さんは「建

設業関連の景気は厳しいです」

と話していました。会場では、

　　　　　　　なじみの

　　　　　　顔に話が
　　　　　　　はずんで
　　　　　　いました。

　
片
桐
良
夫
さ
・

い
い
ト
コ
ワ
ラ

さ
っ
そ
く
た
ず

梅
の
鉢
、
梅
は
今

ま
し
た
と
き
に
日

た
．
こ
の
梅
璽

花
は
白
で
す
．
陀

白
か
っ
た
の
で

た
．
実
は
、
変
、

脇
に
赤
い
ト
ヨ

す
．
長
さ
は
5

の
株
か
ら
二
つ
（

　
さ
っ
そ
く
、
』
】

ビ
に
つ
い
て
お
叩

ナ
ワ
ラ
ビ
」
（
冬

科
の
植
物
を
、
・

の
こ
と
で
す
。
↓

色
の
葉
を
広
げ
、

胞
子
嚢
を
付
け
、

お
じ
や
ま
し
て

一
枚
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聡

　
　
琉
淺
　
，
　
億

　
　
卿

　
　
O

　
《
釣
り
ク
ラ
ブ
》

　
　
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
元
。
空
気

一
が
乾
燥
し
て
火
の
用
心

　
一
、
キ
ス
ん
の
天
ぶ
ら

　
　
　
キ
ス
の
塩
焼
き

　
　
　
　
ビ
ー
ル
一
杯
健
康
の
元

　
一
、
ハ
ゼ
の
天
ぶ
ら

　
　
　
　
ハ
ゼ
の
甘
露
煮

　
　
　
　
ビ
ー
ル
一
杯
健
康
の
元

　
一
、
サ
ヨ
リ
の
刺
身
に

　
　
　
　
一
夜
干
し

　
　
　
　
ビ
ー
ル
一
杯
健
康
の
元

◆
キ
ス
釣
大
会

0
5
月
1
9
目
側

○
幹
事
　
柳
　
浩
　
佐
藤
嘉
夫

◆
ハ
ゼ
釣
大
会

0
9
月
2
2
日
㈹

幹
事
　
片
山
徳
重
、
宮
沢
長
三

◆
サ
ヨ
リ
釣
大
会

O
n
月
3
日
㈹
～
4
日
㈱

○
幹
事
　
若
月
晃
　
笠
原
清

※
釣
り
ク
ラ
ブ
で
は
本
年
か
ら
「
女

　
性
の
部
優
勝
」
を
設
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
幹
事
か
ら
ご
案
内
い

　
た
し
ま
す
．

　
・
な
ぎ
の
海
　
さ
や
か
な
風
に

　
　
身
を
ま
か
せ
　
ほ
う
ば
る

　
　
　
　
　
に
ぎ
り
　
潮
の
移
り
香

　
・
悩
ま
し
く
　
し
な
る
肢
体
に

　
　
魅
せ
ら
れ
て
今
日
も
逢
い
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ロ
ギ
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浩
作

◎
申
込
み
と
問
い
合
わ
せ

釣
り
ク
ラ
ブ
会
長
　
関
谷
孝
（
皿

0
4
8
9
1
4
3
－
7
3
7
6
）

《
観
劇
の
会
》

　
今
年
度
の
観
劇
会
の
予
定
は
次

の
4
回
で
す
。
い
ず
れ
も
国
立
劇

場
。
会
員
で
な
い
方
も
お
気
軽
に

早
目
に
（
2
ヶ
月
前
）
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
料
金
は
劇
場
で
い
た

だ
き
ま
す
．

◆
文
楽

0
5
月
1
9
目
㈹

　
午
後
4
時
～
7
時
3
0
分

○
演
目
　
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
今

　
年
は
菅
原
道
真
の
没
後
千
百
年

　
に
当
た
り
、
記
念
の
公
演
。
菅

　
丞
相
（
道
真
の
敬
称
）
ゆ
か
り

　
の
三
兄
弟
の
一
人
、
松
王
丸
が

　
自
分
の
子
供
を
身
替
わ
り
に
し

　
て
丞
相
の
若
君
を
助
け
る
「
寺

　
小
屋
」
の
段
は
文
楽
屈
指
の
名

　
場
面
．
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

○
出
演
　
住
太
夫
・
玉
男
　
蓑
助
・

　
文
雀
ら
人
間
国
宝
。

○
料
金
　
5
、
2
0
0
円

◆
歌
舞
伎
教
室

0
7
月
7
日
⑰
1
4
時
3
0
分
～
1
7
時

○
演
目
　
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」

五
段
目
　
山
崎
街
道
の
場

六
段
目
　
勘
平
住
家
の
場

お
な
じ
み
、
忠
臣
蔵
悲
劇
の
ヒ
ー

ロ
ー
の
一
人
、
早
野
勘
平
の
物

語
．
山
中
で
自
分
が
撃
っ
た
鉄

砲
が
猪
で
な
く
舅
に
当
た
っ
た

と
思
い
込
み
腹
を
切
る
．
真
相

が
わ
か
り
、
息
絶
え
る
．
…

○
出
演
　
中
村
扇
雀
ほ
か

○
料
金
　
3
、
4
0
0
円
（
パ
ン

　
フ
、
解
説
付
）

◆
歌
舞
伎

0
1
0
月
6
目
㈲
1
2
～
1
7
時

○
演
目
、
出
演
者
　
劇
場
で
検
討

　
中
、
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

　
す
．

○
料
金
　
5
、
6
0
0
円

◆
文
楽
教
室

0
1
2
月
1
5
日
ω
1
7
時
～
1
9
時

○
演
目
　
「
忠
臣
蔵
」
七
段
目
一
力

　
茶
屋
の
場
　
仇
討
ち
の
本
心
を

　
か
く
し
て
祇
園
で
遊
ぶ
大
星
由

　
良
之
助
の
心
境
は
？

○
出
演
文
楽
座

○
料
金
　
3
、
1
0
0
円
（
パ
ン

　
フ
、
解
説
付
）

◎
申
込
み
と
問
い
合
わ
せ

世
話
人
　
市
川
昭
二
（
皿
0
3
1

3
9
9
9
1
3
0
0
1
）
ま
た
は

世
話
人
代
理
　
井
上
市
郎
（
皿
0

3
－
3
9
1
0
1
3
8
9
9
）

《
ゴ
ル
フ
の
会
》

0
4
月
4
目
㈲
大
宮
G
・
C
今
年
は
、

　
桜
の
花
が
満
開
か
、
あ
る
い
は

　
桜
花
乱
舞
の
中
で
の
プ
レ
ー
と

　
な
る
の
か
？

　
う
ら
ら
か
な
春
の
一
日
、
の
ん

　
び
り
と
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

0
9
月
中
旬
　
白
河
高
原
C
・
C

　
こ
ち
ら
は
、
二
目
間
2
R
（
一

　
泊
）
野
鳥
が
賑
や
か
に
さ
え
ず

　
る
大
自
然
の
中
で
、
存
分
に
楽

　
し
ん
だ
後
、
温
泉
に
つ
か
っ
て

　
心
身
と
も
に
爽
快
な
気
分
に
な

　
れ
ま
す
．

◎
申
込
み
と
問
い
合
わ
せ

幹
事
　
鈴
木
彦
平
（
皿
0
4
9
1

2
4
3
1
0
9
8
1
）

《
カ
ラ
オ
ケ
道
場
》

◆
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

　
平
成
1
3
年
度
の
大
会
は
、
11
月

25
日
㈲
、
会
員
2
0
数
名
が
参
加
し
、

新
潟
県
人
会
館
2
階
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
し
た
．

　
高
野
秀
作
さ
ん
が
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
輝
き
ま
し
た
。
審
査
員
に
は

山
平
地
区
出
身
の
作
詞
家
・
斎
藤
先

生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
特
別
出

演
と
し
て
、
青
江
二
奈
さ
ん
、
天

堂
し
じ
み
さ
ん
の
そ
っ
く
り
さ
ん

に
お
い
で
い
た
だ
き
、
楽
し
い
会

で
し
た
．

　
本
年
も
n
月
第
3
目
曜
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
大
勢
の
会
員
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
申
込
み
と
問
い
合
わ
せ

会
長
　
佐
藤
繁
夫
（
皿
0
3
－
3

9
2
3
1
0
9
6
9
）
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松
代
の
自
然

シ
ロ
ハ
ラ

　
小
鳥
た
ち
の
中
に
も
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
情
報
網
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
．　
松
代
の
野
鳥
研
究
家
の
関
谷
八
郎
さ
ん
は
、

自
宅
に
小
鳥
た
ち
の
た
め
に
餌
場
を
設
置
し
て

お
い
て
は
、
訪
れ
る
小
鳥
を
観
察
し
た
り
撮
影

し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
辺
に
い
る
小
鳥

だ
け
で
な
く
、
渡
り
の
途
中
で
こ
こ
で
一
休
み

し
て
、
餌
を
ご
馳
走
に
な
っ
て
行
く
よ
う
で
、

そ
ん
な
情
報
は
ど
う
し
て
伝
わ
る
の
で
し
ょ
う

か
．　
意
外
な
小
鳥
の
姿
が
確
認
さ
れ
て
、
今
ま
で

に
も
何
度
も
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
シ
ロ
ハ
ラ
と
い
う
渡
り
鳥
の
撮
影
に
成

功
し
ま
し
た
．
シ
ロ
ハ
ラ
は
ツ
グ
ミ
科
の
冬
鳥

と
し
て
北
方
か
ら
渡
っ
て
き
て
、
平
地
で
冬
を

単
独
で
過
ご
し
、
渡
り
の
と
き
は
集
団
と
な
っ

て
行
動
し
ま
す
．
ど
う
や
っ
て
集
ま
る
合
図
を

し
あ
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　
地
上
で
餌
を
あ
さ
る
の
で
積
雪
地
で
は
見
ら

れ
な
い
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
関
谷
さ
ん

の
所
に
行
け
ば
餌
が
あ
る
ぞ
、
と
い
う
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
し
て
や
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
．

　
シ
ロ
ハ
ラ
と
い
う
の
は
腹
の
辺
り
が
白
い
か

ら
こ
の
名
が
つ
い
た
の
で
す
が
、
別
に
夏
鳥
と

し
て
高
山
に
渡
っ
て
く
る
ア
カ
ハ
ラ
と
い
う
小

鳥
も
あ
り
ま
す
．
こ
れ
は
腹
が
赤
く
、
キ
ョ
ロ

ン
、
キ
ョ
ロ
ン
と
特
徴
の
あ
る
鳴
き
声
が
し
ま

す
か
ら
、
登
山
さ
れ
た
と
き
に
こ
の
声
が
聞
こ

え
た
ら
ア
カ
ハ
ラ
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

ク
ロ
ハ
ラ
っ
て
え
の
が
い
る
か
っ
て
？
　
そ
れ

は
貴
方
の
隣
り
に
い
る
人
の
こ
と
で
は
な
い
で

す
か
？

　
こ
れ
は
冗
談
で
、
ク
ロ
ハ
ラ
と
い
う
鳥
は
い

ま
せ
ん
が
、
同
じ
ツ
グ
ミ
の
仲
問
で
ク
ロ
ツ
グ

ミ
と
い
う
の
が
い
ま
し
て
夏
鳥
と
し
て
一
日
中

よ
く
さ
え
ず
っ
て
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
関
谷
さ
ん
の
餌
場
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
お
客
さ
ん
が
訪
れ
る
と
い
う
楽
し

い
貴
重
な
場
所
ら
し
い
の
で
、
今
後
も
期
待
さ

れ
ま
す
．

　
今
度
の
お
客
は
ど
な
た
で
し
ょ
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
・
高
橋
八
十
八
）

さかけはしをつくった小i

家
族
連
れ
で
P
T
A
が
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、

を
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
、

を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

温
泉
も
あ
り
、
ス
キ
ー
場
も
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
か
ら
滑

る
様
子
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
親
の
方
も
助
か
り
ま

す
．
そ
し
て
、
何
よ
り
も
子
ど
も
達
に
好
評
で
す
」
と
、

話
し
て
い
ま
し
た
。
”
雪
は
楽
し
い
ん
だ
”
と
思
う
よ
う

に
な
る
ま
で
に
は
、
ス
キ
ー
が
あ
る
程
度
で
き
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
「
最
初
の
と
き
は
、
松
代
と
も
う
一
つ
違

う
場
所
の
2
箇
所
で
行
い
ま
し
た
。
兄
弟
で
別
々
の
会

場
を
選
ん
だ
ら
、
松
代
の
方
が
い
い
と
い
う
子
ど
も
の

意
見
に
、
松
代
に
一
本
化
し
て
、
今
回
に
至
っ
て
い
ま

す
．
家
族
で
新
幹
線
に
乗
る
の
も
は
じ
め
て
で
、
い
い

体
験
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
．

　
ま
た
、
ス
キ
ー
場
で
は
千
年
の
“
や
ろ
ね
会
”
の
皆

さ
ん
の
ト
ン
汁
や
お
に
ぎ
り
が
大
人
に
も
子
ど
も
好
評

の
よ
う
で
し
た
。

　
今
年
で
3
年
目
と
な
る

本
牧
小
学
校
の
ス
キ
ー
体

験
は
今
年
も
2
月
の
9
日
～

11

目
に
か
け
て
芝
峠
に
宿

泊
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
西
さ
ん
は
、
松
代
の

マ
ン
バ
が
実
家
．
勤
め
て

い
た
本
牧
小
学
校
の
子
ど

も
た
ち
に
、
何
と
か
松
代

の
雪
を
見
せ
て
あ
げ
た
い

と
い
う
思
い
も
あ
り
、
「
P

T
A
の
事
業
と
し
て
学
校

で
ス
キ
ー
体
験
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

　
　
　
　
　
　
日
程
調
整

子
ど
も
た
ち
に
十
分
に
雪

　
　
　
　
　
　
松
代
は
、

19



圃1図，國INl圃図圃1図刺lN脚N，圃‘ND圓‘N刺1レ4刺IN脚Nl圃1図艸レ4刺‘N，圃lN脚N脚N，圃‘N，圃‘N，圃岡圃藍N，圃IN，圃藍N，圃‘Nl圃IN，圃‘N脚Nl圃岡圃‘図脚レq圃岡圃lN艸N圓レ4刺1図1圃IN，圃‘N，圃1図1圃IN，回lN，圃INl凶N，MI図，圃cNl圃IN刺⊂図刺IN艸N，圓‘N脚N，回1レぐ1圃IN艸Nl圃1図脚レ4刺lNか

鑑うなるの鍵

完
全
学
校
週
5
日
制

　
　
　
－
学
校
、
地
域
、
家
庭
1

　
4
月
か
ら
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
教
育
が
は
じ
ま
り

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
毎
週
土
曜
を
休
み
と
す
る
完
全
学
校

週
5
日
制
も
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
松
代
町
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　　　醗
’
雛
、
髪
・

学
談
教
驚
懸
の
駁
聾
縄
蘇

部
活
動

　
部
活
動
は
、
大
会
が
近
い
場
合
の
ほ
か
、

季
節
や
行
事
等
で
学
校
の
実
態
に
応
じ
て

柔
軟
に
す
す
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
部

活
動
や
行
事
で
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

に
つ
い
て
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

指
導
者

　
部
活
動
の
指
導
者
は
、
地
域
の
人
（
保

護
者
）
と
学
校
職
員
と
で
連
携
を
図
り
な

が
ら
す
す
め
て
い
き
ま
す
．

盤
薩
離
饗
漏
縫
馨
教
灘
螺
欝
の
繊
繊
纏
灘

　
生
涯
学
習
課
で
は
、
次
の
よ
う
な
対
応

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

地
域
行
事
へ
の
参
加

　
子
ど
も
会
や
区
な
ど
地
域
で
行
う
行
事

へ
の
参
加
を
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

　
体
育
協
会
に
所
属
す
る
団
体
の
少
年
向

け
て
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
親
も
参
画

し
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
。

公
民
館
の
利
用

　
“
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
”
な
ど
公
民
館
が

行
う
講
座
を
利
用
し
な
が
ら
、
自
然
を
体

験
し
、
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
活
用

　
公
共
施
設
の
活
用
を
各
種
団
体
と
す
す

め
て
い
き
ま
す
．

総
合
体
育
館
・
図
書
館
・
生
涯
学
習
セ
ン

タ
i
・
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

～エックス線とは…～松代病院だより

　
エ
ッ
ク
ス
線
は
、
ド
イ
ツ
の
物
理
学
者
レ
ン
ト
ゲ
ン
博

士
に
よ
っ
て
1
8
9
5
年
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
「
目
に
見

え
な
い
光
」
、
「
未
知
の
光
」
、
「
謎
の
光
」
と
い
う
意
味
で

エ
ッ
ク
ス
線
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
．
ま
た
、
発
見
者
の

名
前
を
と
っ
て
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
線
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
．　
エ
ッ
ク
ス
線
は
、
テ
レ
ビ
、
携
帯
電
話
、
電
子
レ
ン
ジ

の
電
波
や
暖
房
機
具
の
赤
外
線
、
日
焼
け
の
原
因
と
な
る

紫
外
線
よ
り
も
さ
ら
に
波
長
の
短
い
電
磁
波
の
一
種
で
、

透
過
作
用
が
あ
り
ま
す
．

　
で
は
、
医
療
用
エ
ッ
ク
ス
線
は
、
ど
の
よ
う
に
レ
て
発

生
さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
。
昔
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
中
に
は
、

真
空
管
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
エ
ッ
ク
ス
線
発
生
装
置

も
、
こ
れ
ら
と
同
じ
よ
う
に
エ
ッ
ク
ス
線
管
と
い
う
真
空

管
の
仲
間
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
．
そ
の
エ
ッ
ク
ス

線
管
に
数
万
ボ
ル
ト
の
高
電
圧
を
か
け
て
や
る
と
、
そ
こ

か
ら
エ
ッ
ク
ス
線
が
出
て
く
る
の
で
す
。

　
医
療
の
現
場
で
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
は
胸
部
や
骨
の
写
真

を
撮
っ
た
り
、
C
T
検
査
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
病
院
へ
行
く
と
、
先
生
が
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
り
ま
し
ょ

う
」
と
言
う
何
と
な
く
こ
わ
い
と
思
わ
れ
る
方
が
多
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
．
エ
ッ
ク
ス
線
の
被
爆
に
よ
り
、
発
ガ
ン

の
可
能
性
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
し
か
し
、
医
療
現
場

で
写
真
を
撮
る
と
き
に
使
う
エ
ッ
ク
ス
線
の
量
は
極
め
て

少
な
く
、
発
ガ
ン
の
可
能
性
は
十
分
少
な
い
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
．

　
目
常
生
活
の
中
の
タ
バ
コ
や
お
酒
な
ど
で
健
康
を
害
す

る
の
に
比
べ
た
ら
、
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
の
危
険
度
は
決
し

て
高
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
安
心
し
て
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
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も
う
一
虞
離
認
、
ご
券
の
晦
し
方

　
い
よ
い
よ
4
月
1
日
か
ら
、
十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合
に
よ
る
ご

み
の
収
集
が
始
ま
り
ま
す
。
収
集
日
や
収
集
品
目
、
そ
し
て
指
定
袋
な

ど
で
ご
み
の
出
し
方
が
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
す
。
各
家
庭
に
配
布
と

な
る
「
ご
み
便
利
帳
」
を
利
用
し
て
ご
み
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ご
み
を
出
す
際
に
再
確
認

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
ま
し
た
か
？

　
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
っ
て
収
集
し
ま
す
．
そ
れ

ぞ
れ
の
品
目
に
つ
い
て
決
め
ら
れ
た
目
の
朝
8
時
3
0
分
ま

で
に
収
集
所
（
「
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
も
呼
ん
で

い
ま
す
）
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
他
の
地
区
の
収

集
所
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
．

「
ご
み
便
利
帳
」
で
チ
ェ
ッ
ク
ー
・

　
ご
み
の
出
し
方
や
ご
み
の
分
別
等
に
つ
い
て
記
載
さ
れ

た
「
ご
み
便
利
帳
」
が
各
家
庭
に
配
布
と
な
り
ま
す
の
で
、

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

燃
や
す
ご
み
と
埋
立
て
ご
み
は
違
う
ヨ

　
燃
や
す
ご
み
と
埋
立
て
ご
み
は
分
け
て
い
ま
す
。
混
入

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

組
合
指
定
の
袋
を
購
入
の
う
え

　
燃
や
す
ご
み
・
埋
立
て
ご
み
を
出
す
際
は
組
合
指
定
の

袋
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
．
な
お
、
現
在
の
町
指
定
袋
は
、

燃
え
る
ご
み
用
に
限
っ
て
シ
ー
ル
を
購
入
し
、
貼
っ
て
あ

れ
ば
使
用
で
き
ま
す
。

町
指
定
袋
は
燃
え
る
ご
み
用
の
み
シ
ー
ル
で
使
用
可

　
町
指
定
袋
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
表
の
シ
ー
ル
を
袋

に
貼
っ
て
も
ら
い
ま
す
ま
す
。
シ
ー
ル
は
町
内
の
指
定
袋

販
売
店
で
購
入
で
き
ま
す
．

生
ご
み
対
策
は
大
丈
夫
？

　
生
ご
み
は
十
分
に
水
切
り
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

水
分
を
多
く
含
む
生
ご
み
は
、
焼
却
炉
の
燃
焼
温
度
を
下

げ
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
の
要
因
と
も
な
り
ま
す
。

生
ご
み
に
は
町
の
補
助
制
度
を
活
用

　
生
ご
み
は
家
庭
で
処
理
を
す
る
よ
う
、
町
の
補
助
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
補
助

　
対
象
：
電
動
生
ご
み
処
理
機
及
び
コ
ン
ポ
ス
ト

　
補
助
額
：
購
入
費
（
消
費
税
含
む
）
の
ー
／
2
で
、
上

限
は
5
万
円
（
コ
ン
ポ
ス
ト
は
3
千
円
）

資
源
物
対
策
は
し
て
い
ま
す
か
？

　
分
別
を
徹
底
し
、
で
き
る
だ
け
資
源
物
と
し
て
出
す
よ

う
町
で
は
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
資
源
物
と
し
て
ご
み
を
再
利
用
す
る
こ
と
で
燃
や
す
ご

み
、
埋
立
て
ご
み
と
な
る
量
が
減
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
．

エ
コ
バ
ッ
ク
を
全
戸
配
布
し
ま
す
！

　
エ
コ
バ
ッ
ク
を
全
戸
配
布
し
ま
す
。
買
い
物
で
利
用
を

す
す
め
、
不
要
な
ご
み
は
出
さ
な
い
生
活
を
普
段
か
ら
心

が
け
た
い
も
の
で
す
。

松
代
の
リ
サ
イ
ク
ル
物
品
保
管
所
は
閉
鎖

　
リ
サ
イ
ク
ル
物
品
保
管
所
（
旧
鉄
道
公
団
　
事
務
所
）

は
3
月
2
4
日
㈹
で
閉
鎖
し
ま
す
．
今
後
は
、
地
区
の
資
源

ご
み
の
収
集
所
を
利
用
し
て
も
ら
い
ま
す
．

　
詳
し
い
こ
と
は
住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

貼るシールの種類（消費税別）

袋1枚につき青色のシール（1枚24円）1枚

袋1枚につき赤色のシール（1枚11円）1枚

袋1枚につき赤色のシール（1枚11円）1枚

⇒
⇒
⇒

町指定燃えるごみ袋

　大80cm×65cm
　中75cm×50cm
　ノ」＼　65cm×50cm

介護保険サービスの利用料減額制度ご存知ですか？

　
町
内
や
近
隣
市
町
村
の
社

会
福
祉
法
人
で
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
場

合
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
は
、
利
用
料
が
半
額

に
な
り
ま
す
。
手
続
き
は
、

担
当
す
る
ケ
ァ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
ご
相
談
の
う
え
申
請
し
て

下
さ
い
．

対
象
と
な
る
人

①
町
民
税
世
帯
非
課
税
で

　
あ
っ
て
、
老
齢
福
祉
年
金

　
を
受
給
し
て
い
る
人
．

②
利
用
者
負
担
が
減
免
さ

　
れ
な
け
れ
ば
、
生
活
保
護
受

　
給
者
と
な
っ
て
し
ま
う
人
．

③
町
民
税
世
帯
非
課
税
（
施

　
設
入
所
者
は
、
入
所
前
の

　
世
帯
を
含
む
）
で
あ
っ
て
、

　
年
金
や
恩
給
等
の
収
入
総

　
額
が
次
の
人

　
　
A
施
設
サ
ー
ビ
ス
受
給

　
者
は
、
年
額
4
2
万
円
　
B

　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
は
年
額
4
5
万
円
以
下
の
人
．

　
（
本
人
の
預
貯
金
・
有
価
証

　
券
等
が
2
0
0
万
円
を
超

　
え
る
人
は
対
象
と
な
り
ま

　
せ
ん
）

問
い
合
わ
せ
と
申
請
　
住
民

課
国
保
介
護
保
険
係
ま
で
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短
　
歌

渋
海
川
朝
霜
湧
き
て
両
岸
は
水

ひ
ろ
び
ろ
し
今
日
は
立
春

　
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

暖
冬
を
喜
び
な
が
ら
も
老
農
夫

は
夏
の
天
候
の
心
配
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

闇
を
さ
く
除
雪
車
の
音
　
午
前

四
時
窓
少
し
開
け
積
雪
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

展
望
は
あ
た
か
も
墨
絵
見
る
ご

と
し
二
月
の
雪
晴
れ
芝
峠
の
湯

　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

横
殴
り
に
降
る
雪
の
な
か
猫
柳

尾
を
振
り
立
て
て
花
芽
を
抱
く

　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

　
し
ぶ
み
俳
句
会

日
脚
伸
ぶ
客
く
つ
ろ
ぎ
て
帰
り

け
り
　
　
　
　
　
　
八
千
代

雪
晴
れ
や
茶
の
間
に
弾
む
笑
ひ

声
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

珍
客
に
炭
つ
ぐ
こ
と
も
楽
し
け

り
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

御
慶
先
づ
述
べ
合
ひ
座
る
碁
盤

か
な
　
　
　
　
　
　
淡
水

雪
卸
す
道
具
を
椅
子
に
一
服
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

保
育
園
二
日
も
早
く
豆
を
撒
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

松
過
ぎ
し
こ
と
も
忘
れ
し
老
夫

婦
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

つ
れ
立
ち
て
歩
き
た
く
な
る
冬

日
和
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

雨
音
で
朝
寝
決
め
こ
む
寒
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

　
蒲
生
句
会

辿
り
来
し
蒜
な
き
日
や
福
は
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

大
杉
の
す
っ
く
と
立
ち
し
余
寒

か
な
　
　
　
　
　
　
鐵
堂

菅
笠
を
碁
石
の
如
く
雪
さ
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

新
雪
の
深
さ
に
野
兎
の
立
ち
も

ど
る
　
　
　
　
　
　
折
　
人

熱
き
湯
に
雪
入
れ
さ
ま
す
露
天

風
呂
　
　
　
　
　
　
山
路

猫
舌
の
ふ
う
ふ
5
吹
い
て
の
っ

。
へ
汁
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

父
祖
よ
り
の
艶
も
つ
桝
や
年
の

豆
　
　
　
　
　
　
　
耕
山

風
花
や
ハ
モ
ニ
カ
で
吹
く
早
春

譜
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

か
ん
じ
き
を
脱
ぐ
し
が
ら
み
を

解
く
ご
と
く
　
　
龍
峰

　
　
　
と
け
　
一

人ロの動き

　男　　2，105人　　（一1人）

　女2，207人（＋4人）
　計4，312人（＋3人）
世帯数　1，478世帯（2世帯）

　出生　5人　　死亡　1人
　転入　3人　　転出　4人
　　　　（14年2月末目現在）

編集室
　今月号15ページで、下山集落の生産組合が新潟
県の認定生産組織になったことを紹介しました。
地域の励みになったことと思います。おめでとう
ございます。さて、下山では昨年の3月11日の“冬
の陣”の時にはツバメが飛んでいたそうです。確
か雪でしたが…。下山は春から夏にかけて、多く
のツバメを見ることができます。ツバメにとって
も桃源郷なのでしょう。宮沢宗二さんにお聞きし
たところ、今年は、まだツバメを見かけていない
とのこと。昨年の雪に、ツバメもちょっと調整し
ているのかもしれません。春の日差しで、雪と土
が目にまぶしいこの頃です。
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今回の献血は午後1時から行いま
す

日時　4月4目伽13時～16時

会場　役場前

内容　全血

問い合わせ　役場住民課

副

検査日　毎週水曜13時30分～16時

内容　血液中のH　I　V抗体の有無

を検査しています。血液中に抗体

がでるまで数週問かかります。そ

のため、感染したと思われる日か

ら3ヶ月以後に受けていただきま
す。

その他　予約が必要。原則無料で

匿名とする他、結果は2週間後と

なります．個別相談を随時お受け

しています。（専用電話0255－

26－8120）
問い合わせ　上越保健所医薬予防

課（TELO255－24－6134）
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、鳥購
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町の行事予定（3・4月）

％休）
小学校終業式

春分の日

22（金）

中学校終業式
小学校卒業式（松代小9＝30孟地小・奴奈川小10二〇〇）

心配ごと相談　デイザービスS9二〇〇～（斎藤）

欝㈱ 第5回まつだい駅まつり

第5回まつだい駅まつり
第15回奴奈川雪上運動会　奴奈川小

25（月）

26（火）

松代町消防団幹部会議　19二〇〇役場4階第1会議室

世田谷アドヴェンチャークラブ雪遊びキャンプ（26～29日）

世田谷区ジュニアリーダースキー合宿1（26～28日）

27休）
世田谷区船橋児童館雪遊びキャンプ（26～28日）

世田谷東京おもしろ野外学校スキー合宿1（26～28日）

28休）
松代保育園卒園式9＝00

世田谷区玉川児童館雪遊びキャンプ（28～30日）

29（金）

犬伏保育園卒園式9二〇〇　室野保育園卒園式10二30

心配ごと相談デイザービスS9二〇〇～（石黒）

世田谷東京おもしろ野外学校雪遊び合宿2（29～31日）

欝鶴

先／（月）

2（火）

3（水）

4休） 全血献血　役場前　13二30～16二〇〇

5（金） 心配ごと相談デイザービスS9＝00～
清明

璽欝 春の全国交通安全運動　～4月15日まで

8（月）
各小学校入学式

中学校入学式

9（火）

10（水）

11休） 乳がん・婦人科検診　総合体育館　12＝30～

12（金） ’心配ごと相談デイザービスS9＝00～

輪㈱

15（月）

16（火） 乳がん・婦人科検診　総合体育館　12二30～

17（水）

18休） 乳がん・婦人科検診　総合体育館　12二30～

19（金） 嘱託員会議　役場4階第1会議室　9：00

舗㈱ 穀雨

お知ら琶
　　　　　ほくほく線開業5周年記念イベント

　　　　　　葛嚢②・緯瞬瞬趨包◎

今年も恒例の「まつだい駅まつり」がふるさと会館を会場

に行われます．雪割草の展示会をはじめ多彩なイベントで皆

さんのご来場をお待ちしています。

　期日　3月23日仕）～24日（日）

会場　まつだいふるさと会館

　内容　雪割草展示会・体験教室・物産展ほか

　問い合わせ　企画振興課

もう一度時刻表を確認！3月23日ωほくほく線ダイヤ改正

1－1－1－III－1警察官（特別試験）募集III一一一IllI一

　新潟県警では、警察官を増員するため、毎年行われている

通常試験とは別に、すでに大学を卒業した人を対象に警察官

特別採用試験を次のとおり実施します。

受験資格

○警察官A（大卒の男女）

　昭和47年4月2日以降に生まれ、4年生大学をすでに卒業

した人、または平成14年9月末日までに大学を卒業見込みの

人で10月1日から勤務可能な人

○警察官B（大卒以外の男女）

　昭和49年4月2日から59年4月1日までに生まれ、！0月1
日から勤務可能な人。

ただし次に該当する人は受験できません．

①申し込み時に高校在学中の人②4年制大学をすでに卒業し

た人や平成14年9月末日までに大学を卒業見込みの人

受付期間　3月26日（火）～4月19日（金）

1次試験　5月19日（日）

問い合わせ　安塚警察署（TEL2－0110）またはお近くの

　　　　　　交番、駐在所まで

　　　　　　大正医院が閉院します

あわせて室野診療所を当分の間休診とします

　町内小・中学校の学校医や室野診療所の嘱託医を務める大

正医院の関谷力先生の体調がすぐれず、3月末日をもって大

正医院が閉院となります．あわせて室野診療所が当分の問休

診となります。

　なお、大正医院の窓口では、他の医療機関を利用される場

合の相談をお受けしていますので、ご利用ください．

問い合わせ　大正医院（TEL7－2011）
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毎
年
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障
害
者
雇
用
促
進
運
動
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ち
な
ん
で
行
わ
れ
て
い
る
平
成
1
3

年
度
全
国
障
害
児
童
・
生
徒
等
絵
画
展
で
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
長

賞
を
受
賞
し
た
田
辺
飛
鳥
君
（
松
代
小
2
年
）
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

国連ヤング大使の萬羽信子さん（松代高校1年）

　
今
回
は
国
連
ヤ
ン
グ
大
使
と
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
派
遣
さ

れ
る
萬
羽
信
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
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飛
鳥
君
の
絵
は
、
“
ト
ラ
ッ
ク

で
土
を
運
ん
で
い
る
お
父
さ
ん
”

を
描
い
た
も
の
。
も
ち
ろ
ん
、

運
転
手
は
、
飛
鳥
君
の
大
好
き

な
お
父
さ
ん
で
す
．
担
任
の
樋

口
先
生
も
「
細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

飛
鳥
さ
ん
の
思
い
入
れ
が
う
か

が
え
え
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
飛
鳥
君
は
「
お
父
さ
ん
は
、

雪
が
消
え
る
と
、
ま
た
大
忙
し

だ
よ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
も
体
に
気
を
つ
け
て

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

最
後
に
、
樋
口
先
生
は
「
飛
鳥

君
も
お
父
さ
ん
に
負
け
ず
に
が

ん
ば
ろ
う
！
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
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全
国
か
ら
7
人
に
選
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れ
た
萬
羽
さ
ん
は
、
「
個
人
的
に
見
れ

ば
、
薬
物
の
使
用
は
、
使
用
し
た
人
本
人
が
苦
し
む
だ
け
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
結
果
は
、
家
族
や
親
友
な
ど
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周
囲
の

人
も
苦
し
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こ
と
に
な
り
ま
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求
め
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れ
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私

た
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薬
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こ
と
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ま
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ま
た
、
今
回
の
親
善

大
使
に
つ
い
て
、
「
同
じ
世
代
の
人
た
ち
と
交
流
を
通
し
て
、
日

本
と
海
外
で
の
薬
物
防
止
に
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け
た
取
り
組
み
な
ど
を
学
び
、

今
後
の
自
分
の
人
生
に
生
か
し
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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